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平成27年度　教 職 員

校 章 の 由 来
水の中から知徳の花びらが匂い出ずる様子をイメージしてデザイン化してある。

① 桜井町にちなんだ大和桜の紋所
② 竜の口用水の石管のシンボル化
③ 隷書体の文字による調和
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平成27年度の子供たち　―　決意を新たに　―

最高の１年間にするため

☆「元気いっぱい　思いやりいっぱい　しあわせいっぱい前沢小学校」

☆「３月31日には、夜空で一番光輝く前沢小の星座が見られるように」

☆「一人になれる　一つになれる　うちこめ　ねばれ　欲を出せ」

１年生

３年生

５年生

２年生

４年生

６年生



私たちは、弘麗と智徳の精神を胸に刻み
　　　　新しい一歩を力強く踏み出します。
　　　　時をこえて光輝きます。
　　　　　　　　　ありがとう前沢小学校
　　　　　　　　　さようなら前沢小学校



桜井小学校・桜井中学校で、

　　より煌めく星となることを祈って…

（題字　　籠浦智彦）

☆閉校にあたって

宮 野 山 の 桜



　黒部市立前沢小学校の閉校にあたりご挨拶申し上げます。
　本校は、明治６年の創立以来、長きにわたり時代の要請に応えつつ、数多くの
人材を輩出してこられました。本校を巣立たれた多くの卒業生の方々が、郷土は
もとより県内外でもご活躍され、社会の進歩発展に寄与されておられますこと
は、誠に喜ばしいことであり、深く敬意を表するものであります。
　また、開校以来、本校の進歩発展にご尽力され、輝かしい歴史を創ってこられ
た歴代の校長先生をはじめ、教職員の方々、地域の皆さま方に、心より感謝申し
上げます。
　さて、本校は児童の教育の場としてだけではなく、教育や文化の拠点として、
そして地域の人々の心のよりどころとして、大きな役割を果たしてこられまし
た。
　しかし、近年の少子化により児童数が減少する中、多様なニーズに対応し、子
どもたちのより良い教育環境を確保するために、本校は三日市小学校と統合する
ことになりました。地域や卒業生の皆さまにとって、愛惜する学校の閉校は、ま
さに断腸の思いであったことと存じますが、統合の目的をご理解いただき、多大
なご協力を賜りましたことに心より感謝と敬意を表します。
　本校は現在、教育目標に「豊かな心とたくましい体をもち、学び高め合う子供
の育成」を掲げ、児童が生き生きと活動できる雰囲気が形成されております。こ
の前沢小学校の良き校風の下で学んだ児童たちは、新しい桜井小学校において
も、決して臆することなく、必ずや活躍してくれるものと期待しております。
　本市といたしましても、新しい桜井小学校が新たな教育の場として、さらに充
実した学校となりますよう尽力いたしますので、地域や卒業生の皆さまにおかれ
ましても引き続き、ご支援、ご指導賜りますようお願い申し上げます。
　結びになりますが、この度の前沢小学校と三日市小学校の統合を進めるにあた
りましては、地域や教職員の皆さま方に多大なご尽力を賜りました。限りない愛
情とご理解をもって、ご尽力賜りました関係者各位に、改めて心より感謝を申し
上げまして、閉校のご挨拶といたします。

前沢小学校閉校に寄せて

黒部市長

堀　内　康　男

北 陸 新 幹 線
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　地域の皆さまに愛され、輝かしい歴史と伝統を地域とともに築いてこられまし
た前沢小学校が閉校の時を迎えます。
　本校は、明治６年９月に「前沢学校」として創立されました。以来、明治、大
正、昭和、平成と長い歴史と伝統を積み重ねながら、現在に至っております。今
日まで、長きにわたり、歴史と伝統のある本校を守り育ててこられましたのは、
地域の皆さまの熱意と努力の賜物であります。子どもたちの成長と学校の発展に
ご尽力されてこられました教職員各位をはじめ、保護者や地域の皆さま方に心よ
り敬意を表します。
　この度の統合は、少子化により児童数が急激に減少する中で、子どもたちのよ
りよい教育環境を提供することを目的として行われました。地域の拠点である本
校の閉校は、地域の皆さまにとって、誠に辛いことと存じます。惜別の念を抱き
ながらも、子どもたちの将来を思い、統合に向けての各種協議にご尽力を賜りま
した地域の皆さま方に敬意を表しますとともに、心より感謝申し上げます。
　本校の閉校は、「桜井小学校」の歴史の始まりであります。児童の皆さんは、
新しい桜井小学校において、多くの新しい友人と出会い、触れ合いながら、豊か
な情操や深い知識、教養を身に付けていくことでしょう。また、本校で培いまし
た郷土を愛する気持ちと態度は、新しい生活の場においても、大いに活かされる
ものとご期待申し上げております。
　次世代を担う子どもたちの成長と発達を支えていくためには、本市や教職員各
位による教育環境の整備はもちろんのこと、それに加え、地域の皆さま方にご協
力いただきながら、地域と学校が一体となって、学校運営に取り組むことが、何
より重要であると考えております。地域の皆さま方におかれましては、新しい桜
井小学校においても、今までと変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げま
す。
　結びになりますが、思い出を後世に伝えていく本記念誌の作成をはじめ、記念
碑の建立や閉校関係事業の推進には、関係者各位の大変なご苦労があったことと
存じます。ご尽力されました関係者各位に甚深なる敬意と感謝を申し上げまし
て、閉校記念のご挨拶とさせていただきます。

前沢小学校閉校にあたって

黒部市教育長

能　澤　雄　二

　この度、黒部市小中学校再編計画により明治６年９月開校の前沢小学校が平成
28年３月31日をもって142年の歴史に幕を閉じます。そして、新しく桜井小学校
としてスタートします。
　明治６年前沢学校に始まり明治８年10月には弘麗小学校となり、その後戦争及
び町村合併等で十数回変更して昭和29年４月黒部市誕生で現在の黒部市立前沢小
学校となっています。
　一方、布施山分校は明治15年２月に枕野小学校として開校し、明治31年12月季
節分教場となり、昭和23年９月布施山冬期分教場となりました。その後、昭和50
年マイクロバスの利用により廃校となりました。
　その間、明治19年以降ですが3,844名の人が卒業しています。そして、多くの
先人が活躍されています。
　戦艦武蔵艦長及び黒部市初代教育長朝倉豊次先生（海軍少将）をはじめ種籾の
朝倉さん、電気工事業の中田さん（前沢村史より）、同じく中西さんです。
　また、最近ではスポーツで全国大会で多くの人が活躍しています。

　さて、学校は学び舎でもありますが地区のスポーツ文化の拠点でもあります。
学校がなくなることは地区の衰退にも繋がると懸念されます。しかし少子化によ
る児童数減、及び最近の災害時の対応など考える時、多数での切磋琢磨するこ
と、そして、伸び伸びとした環境で学ぶことが大切と思います。
　小学校は閉校しますが、長年培われた歴史と伝統はなくなることはありませ
ん。
　前沢小学校、三日市小学校の両校が力を合わせ、桜井小学校の限りない発展を
願い挨拶とします。

前沢小学校閉校に寄せて
閉校記念事業実行委員長
前沢自治振興会会長

舟　子　忠　明
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　142年の歴史を前沢の歩みと共に刻んできた前沢小学校は、児童数の減少など
の理由から2016年３月をもって閉校することになりました。
　そして、４月より前沢小学校は三日市小学校と統合し、桜井小学校として新し
くスタートすることになります。
　これまでに前沢小学校と三日市小学校の児童間の交流も行われ、大人が不安に
思うほどには子どもたち自身は自然に慣れ親しんでいくものと思います。
　そして前沢の子どもたちについては、これまで多くの先生方に大変お世話にな
りました。心から感謝を申し上げます。その先生方からは、一様に前沢の子ども
たちが純真で素直であると、いつもお話をいただいていました。
　とても嬉しいことであります。
　このことは、子どもたちを大切に思い、学校への協力を惜しまない前沢地区民
の大きな愛情によるものと私は思っています。
　学校統合は地域にとりましても大きな出来事ではありますが、だからこそ、地
区民は一層の連帯・協力が必要であり、地域の振興に力を尽くしていくことが大
切だと思います。次代を担う世代の皆さんが一丸となって、子どもたちと共に前
沢地区を盛り上げていって下さることを祈念しております。
　結びに、前沢出身の初代黒部市教育長、朝倉豊次氏が残された詩を記し、大海
原へこぎ出していく前沢小児童たちへのʻはなむけの言葉ʼと致します。

前沢小学校の閉校に寄せて

黒部市議会議員

村　井　洋　子

星が君たちの行く手を照らして
　くれるだろう。
地には美しく花が咲き乱れ
いつしか君たちは愛を知る
　ことだろう。

天に星

地に花

　人に愛

　たしか本校の５～６年生の頃だったと思う。三日市小学校改築のため、その間
の仮校舎として同校のとある学年が通学していた。それが偶然にも同学年であっ
た。（後に知ったのだが、終戦年生まれは生徒数が少なかったことも選定理由の
一つだったそうだ）
　クラスは別々であったが休み時間は同じ、加え登下校時は我が家が中部町内の
三日市寄りにあってか一緒になることが多く自然と顔見知りに、そして声を掛け
合うようになった。
　こうしたことがきっかけになったのだろう、今でも逢えば気軽に話をし、また
親しく付き合っている友は何人もいる。

　ちなみに壮寿や還暦など慶事を祝う同級会は招待先生もあり、一次会こそ分け
てはいるが、二次会以後は合同で行ってきた。気分はもう一校の同級生、より盛
り上がるのが毎回だ。
　ところでこうした同級会、小中高と何回となく行ってきたが、なかでも最も話
がはずむのは、共に野山や川で遊ぶなど楽しかった思い出の多い小学校だ。人
間、年を経るにつれ童心に帰ると言う。気楽に昔話を語り合える幼馴染の同級生
が生涯の友に一番近いのではないだろうか。

　今春４月からは、いよいよ本校児童も桜井小学校が学び舎となる。一挙に同級
生や友人も増えるであろう。
　そして後年、社会人になればこうした同級会も行われることであろう。一人で
も多い方が楽しくにぎやかになることは誰しもそうであろうし、自分も経験して
いる。
　老後の一人暮らしが増えてきているという。同級生同士の付き合いや絆は一人
暮らしでも一人ではない環境、そして一人になってからも安心して暮らせる老後
の一つに繋がるのではないだろうか。
　結びに前黒部市教育長、中山慶一氏の言葉を借用します。
　　　　『同級生はたからもの』
　氏とは同じ小学校ではありませんが、同級生です。

小学校統合によせて
（輪から結びに）

前沢公民館長

中　谷　三　嗣
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　前沢小学校は平成27年度に、明治６年から142年にわたる輝かしい歴史に幕を
下ろし、ここに閉校することになりました。
　前沢における学校教育は常に地域、保護者、教職員が一丸となり伝統を築き上
げて参りました。いま改めてその歴史と学校がもっていた中心的な役割を実感し
ております。
　連なる山々、水清く、豊かな自然、人情も細やかな地域に住む前沢の子供たち
は「豊かな感性」と「人を思いやる心」を育んでおります。「人は環境によって
育てられる」と言われるとおりです。
　美しい自然と家庭や地域の皆様が子供たちの健やかな成長を見守り、願って頂
いている熱い心が子供たちに伝わり、人として豊かな心を培ってきたものと考え
ます。
　本校が閉校になっても、地域の方々や卒業生の心の中に「前沢小学校校歌」
　「立山の千代に変わらぬ気高さを　自然の教えと仰ぎつつ
　　楽しく励むこの学び舎に　若き力ぞ満ち見てり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ああ我が前沢校に栄えあれ」

は前沢に永遠に息づき、その良さと歴史は語り継がれていくものと確信しており
ます。終わりになりましたが、これまで前沢小学校の教育活動に限りないご支援
とご協力を賜りました保護者、地域の皆様、関係者各位に深甚なる敬意と感謝を
申し上げます。

前沢小学校閉校にあたって

前沢小学校PTA

会長　葊　濱　良　幸

　明治６年９月、前沢学校からスタートし、142年の歴史に幕を閉じることとな
りました。閉校となると寂しさもあります。しかし、子供たちが新しい環境で、
そして今までの約６倍となる多人数の中で切磋琢磨し、大きく成長する出発の日
と考えると喜びも大きく膨らみます。
　私は教諭として９年間、校長として２年間、前沢小学校に勤務しました。平成
６年４月に着任し校歌を初めて耳にした日、歌詞の一言一句の意味の深さとメロ
ディの美しさに感動したのを覚えています。
　その日から20年後、平成26・27年度は、校長として着任しました。学校経営方
針は、「弘麗と智徳の精神を受け継ぎ、子供たちを育てること」であり、次のよ
うなキャッチコピーを掲げ教職員と子供たちで一年間取り組んできました。

　☆元気いっぱい　思いやりいっぱい　しあわせいっぱい前沢小学校
　☆平成28年３月31日　夜空で一番光輝く前沢小学校の星座が見られるように
　☆一人になれる　一つになれる　打ち込め　ねばれ　欲を出せ

　子供たちは一つ一つの教育活動にしっかり取り組んで成果をあげ、まさに「有
終の美を飾る」のにふさわしく活動しました。授業中のし～んとした中に鉛筆の
カツカツという音だけが響く書く学習活動、話を聞く態度、前沢スター花壇での
栽培活動、校歌の二部合唱、全員が登頂した立山登山、サプライズのある運動会
…どれを見ても、子供たちは主体性と創造性を発揮しながら「目指す自分の姿」
の実現に向けて努力していました。まさに、「弘麗と智徳の精神」にあふれ、一
つ一つの星が光輝き73個の星が結び付きました。
　この育ちがあれば大丈夫。「子供たちは桜井小学校・桜井中学校で、臆するこ
となく自分を表出し、たくましく歩んでくれる」と確信しております。

　前沢小学校を表す「弘麗と智徳」

　この精神を受け継いだ73名の子供たち　大きくはばたくことができる

　何事も乗り越えることができる

　終わりになりましたが、閉校・統合に向けてご尽力くださった、黒部市・黒部
市教育委員会・前沢小学校閉校記念事業実行委員会のみなさま、保護者のみなさ
まに感謝申し上げ、挨拶といたします。

弘麗と智徳の精神をいつまでも

前沢小学校

校長　籠　浦　智　彦

‒　　‒ ‒　　‒16 17



ページをめくると、
　　明治６年からの
　　足跡がよみがえる…

（題字　　西尾歩美）

☆校章・弘麗

☆沿革の概要

☆思い出の校舎（平面図）

☆歴代教職員・PTA会長・自治振興会長

☆児童数の推移

笑 　 顔



前沢小学校 校章の由来
―　昭和15年２月11日　桜井町の誕生に伴い制定　―

① 桜井町にちなんだ大和桜の紋所

② 竜の口用水の石管のシンボル化
・前沢地区を通る十二貫野用水の中から、当時としては画期的なサ
イフォンの原理を利用した竜の口用水の石管を井桁にシンボル化
したものと考えられている。

③ 隷書体の文字
・紋章の基部には前沢の「前」を隷書体で、ゆるやかに示してあり、
直線と曲線とがほどよく調和するようにデザインされている。

水の中から知徳の花びらが匂い出ずる様子をイメージ

してデザイン化

弘麗について　―　記念碑　―

　『太政官達ニヨリ明治六年二月　村民一同協議シ、一校ヲ設立ス。
創校ノ際、単ニ「前沢学校」ト称シ、ソノ後、明治八年十月新築、
ココニオイテ「弘麗小学校」と撰号ス。』【前沢小学校第一号沿革史】

弘麗のことばの意味

「心や徳が広く、そして清らかで健やかな
子供に育ってほしい」

（中国の古書より引用されたものと言われていますが、定かではありません。）

除幕式　昭和56年９月設置
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沿 革 の 概 要
参考：前沢村史、沿革史、百二十年のあゆみ、布施山分校25年のあゆみ
　　　創校80・90・100・110周年記念式典資料、教育計画書

年 月 日 本　校　の　沿　革 分 校 の 沿 革

明治 6． 9．20

　　 7． 4
　　 8．10
　　 9． 5
　　15． 3

　　16． 4
　　20． 4

　　23． 3
　　23． 4
　　25．10
　　29． 8
　　31．12
　　34． 4
　　41． 4

前沢学校創校（前沢のみ）
朝倉次平方（前沢587）
山田新、吉城寺、布施山開、神谷加わる
弘麗小学校と改称
校舎新築（前沢195）

下新川郡第十一番区前沢簡易小学校と改称
（３年制）

下新川郡第二十番区前沢小学校と改称
前沢尋常小学校と改称（４年制）
講堂新築
季節分教場創設（布施山開）
季節分教場廃止（布施山開）
前沢尋常小学校（６年制）

布施山開分校創校
神谷は田家校に移る
分校枕野小学校と改称

分校枕野小学校廃止

大正 3．11
　　10
　　15

校舎移転・増築（前沢205）
農業補習学校併設・開校
前沢青年訓練所併置

昭和 3．12
　　15． 2

　　16． 4
　　22． 4

旧講堂移転、６教室増築
市町村合併により
下新川郡桜井町立前沢尋常小学校と改称
下新川郡桜井町立前沢国民学校と改称
下新川郡桜井町立前沢小学校と改称

明
治
二
十
九
年
建
設
校
舎

（
大
正
三
年
三
月
に
撮

影
、
校
舎
移
転
前
）

大正３年新築校舎
（大正３年11月に撮影）

（　　　　　　　　　　　 ）
年 月 日 本　校　の　沿　革 分 校 の 沿 革

昭和23． 9． 4

　　26． 5．16

　　28． 8． 8

　　28．10． 6

　　28．10．20

　　28．10．28

校歌　作詞完成
作詞者　教育長朝倉豊次氏より学校に届く
校歌　作曲完成
作曲者　橋本秀次氏より電話と譜面郵送
創校80周年記念式挙行、校歌斉唱（制定）

布施山分校（１･２年生）
設置（本野245）
布施山分校（３･４年
生増設）

布施山分校新築移転
（本野277）

　　29． 4
　　33． 9

　　38．10．25
　　43． 4

　　48． 3．26

　　48．11．18
　　48．12
　　50．12

市制実施により黒部市立前沢小学校と改称

創校90周年記念式挙行、講堂新築

分校・本校統合

創校100周年記念式挙行

布施山分校創校10周
年記念式挙行

布施山分校創校20周
年記念式挙行
布施山分校閉校
本校へ統合

布施山冬季分校開設
布施山冬季分校閉鎖

朝倉豊次教育長参列
・�初めて新しいピアノにあわせて、新し
く制定された校歌を斉唱したときは、
作詞者朝倉豊次氏をはじめ一同、感
激の涙にむせんだ。

【創校80周年記念行事記録より】

昭和38年撮影の布施山分校
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年 月 日 本　校　の　沿　革

平成20． 2
　　20． 4
　　21． 1
　　23．11
　　24． 4
　　24． 7
　　24．11
　　25． 9
　　25．11
　　26． 4． 1

　　26． 4． 1
　　26．11

　　27． 2

「元気とやまスポーツ賞」受賞
幼・保・小育ちの架け橋事業推進校
「学校給食優良校」受賞
北日本新聞感想文コンクール学校賞受賞
栄養教諭を中核とした食育推進事業
第７回黒部市社会福祉大会共同募金活動表彰
富山県近視予防の部努力校表彰
創校140周年記念式挙行〈６月航空写真撮影〉
健康教育実践優良学校表彰　近視予防の部門　準優良校
学校の教育目標を見直し、｢豊かな心とたくましい体をもち、学び高
め合う子供の育成｣ とする
前沢小学校いじめ防止基本方針施行
文部科学省 ｢いじめの問題に対する取組事例集」の校内体制の整備
に本校の取組が掲載される
「新！北陸　わがまちポスタープロジェクト」への参加
校歌の直筆・二部合唱の譜面発見

　　　　 4．28
　　　　 5．20
　　　　 7． 4
　　　　 8． 6

前沢小学校閉校記念行事等に係る実行委員会総会
校歌二部合唱練習開始
社会を明るくする運動で校歌二部合唱披露
朝倉豊次氏三女　荻原　道さん講演会
・教職員、児童、地域住民67名参加

年 月 日 本　校　の　沿　革

昭和

　　53． 8
　　54． 7
　　56． 3
　　56． 4
　　56． 9

　　56．11．13

　　61．10． 5

新校舎竣工、グラウンド完成
プール完成
屋内体育館竣工、総合竣工祝賀会
黒部市小教研社会科研究指定（56・57年度）
地域素材開発に取り組む
石碑「弘麗」建立
創校110周年記念学習発表会

朝倉豊次胸像市民憲章樹立、屋外環境整備事業

平成 3． 3
　　 4． 4
　　 5．10
　　 5．11
　　 8．11
　　12．11
　　15． 4
　　15． 4
　　17．11
　　18． 4
　　19． 4

校舎総合竣工10周年記念式
文部省「勤労生産学習」研究推進校指定（４・５年度）
勤労生産学習研究発表会
創校120周年記念式挙行・記念誌「百二十年のあゆみ」発行
平成８年度富山県準健康推進学校表彰
平成12年度富山県健康教育実践優良学校努力賞受賞
富山県県土美化推進会議より地域環境美化活動表彰
創校130周年記念大運動会並びに広報紙発行
富山県小学校教育課程研究集会（体育科部会）研究発表
とやま型学校評価システム推進校（アクションプラン）
青少年赤十字活動推進校（19・20年度）

現在の校舎・体育館・プール工事の始まり！
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年 月 日 本　校　の　沿　革

　　　　10．14

　　　　12． 9
　　28． 2．26
　　　　 2．27

　　　　 3． 5

　　　　 3．25
　　　　 3．31

第142回創校記念式
（全校児童による校歌二部合唱）

昭和28年寄贈ピアノ修復・調律（初めて校歌を歌った日のピアノ）
ありがとう前沢小学校感謝の集い（児童会活動）
PTA総会（前沢小学校PTA解散）
環境整備ー感謝の気持ちを込めてー

閉校式・除幕式・感謝の集い
・校歌音声機器
・記念碑
・朝倉豊次氏胸像リニューアル

引っ越し作業開始
閉校

❶校歌
（歌入り） （オーケストラ）

❷校歌 ❸校歌について ❹校章について ❻地区の紹介❺子どもたちからの
　メッセージ

●音声ガイド●ボタンを押す●ハンドルを20回まわす20

カンナロード 宮野山の桜 十二貫野用水の石管 くろべ牧場まきばの風

20

平成26年度６年生制作（北陸新幹線わが町プロジェクト）

・前沢地区を通る十二貫野用水の中から、当時としては画期的
なサイフォンの原理を利用した竜の口用水の石管を井桁に
シンボル化したものと考えられている。

・紋章の基部には前沢の「前」を隷書体で、ゆるやかに示して
あり、直線と曲線とがほどよく調和するようにデザインされ
ている。

前沢小学校閉校記念事業実行委員会
 H28.３.５設置黒部市立前沢小学校　― 平成28年３月31日　閉校 ―

校章の由来校章の由来
昭和15年２月11日、桜井町の誕生に伴い制定

水の中から知徳の花びらが匂い出ずる
様子をイメージしてデザイン化

①桜井町にちなんだ大和桜の紋所

②竜の口用水の石管のシンボル化

③隷書体の文字
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ここに遊びに来て、学校の
ことを思い出してね。
前沢地区の自慢の場所だよ。

時を超えて輝け！
前沢小学校の星座

前庭にあります！
校歌が流れる音声機器の天板

校歌に込められた願い
…いつまでも

○ 学 校 の あ ち こ ち の 場 所 に た く さ ん の 思 い 出 が あ り ま す 。
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前沢小学校旧校舎

○昭和22年　学校給食の実施

○昭和23年　PTA発足（保護者の学校教育の参加）

○120周年記念誌より
・白く乾いたグラウンドに立つ一本のシュロの木の光景がいつもよみがえる。
・�雪の多い日には、給食が届かない日があった。６年生がスコップをもち、消防車と
一緒に給食を取りに行った。
・�布施山分校で６月に運動会をした。帰り道は、長く大変だった。わき水がとてもお
いしかった。 

運動会は年２回（６月と10月）
・６月は布施山分校で行いました。

窓ガラスみがき
窓のさんに座って、
きれいにみがきまし
た。落ちる心配なん
てしなかったなあ。

先生から叱られるときの
部屋だったかも…。

４時間目になると、毎日い
いにおいがしてきたなあ。

真ん中に柱が２本あった
講堂から広い体育館にな
りました。

写真撮影をする場所
卒業集合写真もこの場
所でとりました。

桜の花にいつも見守られ
て、心が和んだなあ。

前沢小学校分校 校舎平面図　～思い出を加えて～

開校当時（昭和23年）布施山分校平面図

大雪の日、ようやく学校に着
いたと思ったら「休校」の看
板が掲げてあり、そのまま
帰ったこともあったなあ。

二階

一階

明るい自然の中でのびやかに素直に育った子供たち。楽しい毎日を過ごしました。

昭和28年新築　布施山分校平面図

分校ができる前は、前沢小学
校までの５㎞を歩いて通いま
した。道路には大きな石があ
ちこちに飛びだしているし、
雨の日は道が川のようでした。

６月には、本校と分校が
集まって、このグラウン
ドで運動会をしました。

３月の「４年生お別れ会」
学習発表会をして、家族と一緒に
給食を食べました。その日は、い
つもよりもご馳走でした。

１～４年生の少ない人数で、入学式の
翌日から、すべての場所の掃除、給食
当番等をしました。とてもよく働く子
供たちでした。(120周年記念誌より)
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前沢小学校に 勤務した教職員
年度 沿　革 本校 分校 卒業生 校　長 教　頭 養護教諭 事　務 校務助手 教　　　諭　　　等 分校教員 PTA会長 分校PTA会長

明治

6 前沢学校（朝倉次平方）

沿革史より
・�生徒の進級の増減の
類は未詳
・生徒数の類は不詳

朝倉新四郎
7 中谷九衛右門
8 弘麗小学校 辻　　学童
9 大江　六造 佐伯　　某
10 沢田　三郎 麻地慶太郎
11 加藤　貞等 堀　　　某
12 小西　　某 土田　乙吉
13 岸上　勇精 浜田　俊平
14（分校）布施山開 〃 中島清太郎
15 〃 〃
16（分校）枕野小学校 〃 麻地慶太郎
17 富山　文武 朝倉松次郎
18 〃 宮木繁次郎
19 田中菊次郎 〃
20 下新川郡第十一番区前沢簡易小学校（３年制） 36 9 鷹田覚次郎米田　覚平 〃
21 49 3 宮木繁次郎 沢田　久熙
22 43 5 脇坂小次郎 朝倉松次郎
23 下新川郡第二十番区前沢小学校 22 4 沢田　久熙 朝倉時次郎
24 37 4 〃 〃
25 前沢尋常小学校（４年制） 60 10 〃 浦城　久之
26 95 9 〃 〃
27 60 10 小森作次郎 〃
28 135 8 澤村　武吉 山田貞右エ門
29 120 9 〃 岡本　米吉 明石英太郎
30 112 11 黒田　貳吉 木下作太郎 佐々木佐多次
31 季節分教場（布施山開） 138 23 〃 朝倉時次郎 〃
32 132 22 高倉　　準 〃 〃
33 141 23 〃 〃 村井　与吉
34 143 56 〃 荻野　鶴吉 〃
35 138 45 北方　祐和 〃 〃
36 136 30 〃 平田　芳亮 朝倉時次郎
37 144 26 〃 麻地　三郎 〃
38 180 39 大地　成光 鷹田由之助 渡辺　建造
39 169 39 〃 森　　勘平 朝倉ちどり
40 178 48 〃 〃 〃 小坂　間吾
41 前沢尋常小学校（６年制） 191 31 中田石次郎 〃 〃 〃
42 213 23 〃 村瀬松次郎 〃 庭田　もり
43 235 24 〃 〃 〃 林　　有信
44 236 31 堀　貞次郎 橘　　長三 〃 大沢　ちが
45 240 30 〃 〃 〃 村井　やい 余川喜代治

大正

2 244 26 山田貞右エ門 〃 〃 〃 〃
3 校舎移転・増築 258 25 〃 山家　基治 〃 〃 荒尾　徳治
4 259 25 〃 沢田　哲成 〃 〃 〃
5 269 24 〃 〃 〃 〃 堂徳　長則
6 275 44 森丘葭太郎 〃 島　　キヨ 〃 〃
7 258 40 〃 〃 〃 堀　　きよ 中島　順良 市岡　正義 畠山　芳松
8 252 32 宮野　顕輝 〃 〃 〃 〃 〃
9 268 36 吉本六兵衛 〃 〃 森丘　をと 〃 松嶋由次郎 浜多　　文
10 279 45 〃 〃 松田　三樹 〃 阿部勇五郎 霜野　玄受 福島　忠三
11 265 37 〃 〃 荒田　武男 〃 長谷川みさい 〃
12 273 39 〃 〃 〃 〃 沓　　きみ 〃
13 275 37 野坂　与作 紙田　量司 山瀬　清二 〃 〃 〃
14 272 55 〃 〃 〃 〃 〃 〃
15 276 43 〃 〃 上野弥四郎 〃 〃 〃

昭和

2 274 45 細田清之助 〃 松井　信長 野島　むね 明石　きぬ 〃
3 265 44 〃 〃 〃 〃 沢井ヨシエ 〃
4 252 41 〃 〃 〃 〃 〃 〃
5 252 32 河村鉄太郎 〃 森山　源作 〃 〃 〃
6 258 54 〃 〃 〃 平野あや子 〃 〃
7 248 48 前田　憲臣 〃 〃 〃 〃 〃
8 235 40 〃 〃 〃 〃 〃 〃 （中谷寿三郎）
9 231 32 〃 中村　正一 〃 鷹田　きみ 亀谷　ヒナ 〃
10 255 32 〃 能登　順平 〃 〃 〃 〃 （中谷豊治）
11 258 38 〃 〃 髙島　哲朗 宮崎マツエ 平沢　敏子 栃沢　才吉
12 263 40 〃 〃 樫　　　稔 〃 〃 〃
13 272 35 内山　力松 〃 〃 〃 福島のぶ子 〃
14 下新川郡桜井町立前沢尋常小学校 274 39 〃 佐々木清一 田原　長三 〃 〃 〃 辻　　俊枝
15 283 57 〃 〃 宮崎　忠信 〃 〃 前田　　前 猪上　さち
16 下新川郡桜井町立前沢国民学校 262 42 〃 森丘　和歌 〃 佐渡　忠作 若林　李子 〃 〃
17 272 43 〃 〃 〃 大田　芳雄 山下　きく 〃 〃
18 269 50 〃 〃 中瀬　吉郎 〃 〃 〃 〃
19 250 36 〃 〃 竹山キミ子 〃 〃 柳川　清一 〃
20 285 53 〃 〃 〃 〃 中谷　豊治 福島みゆき 大坪　美香
21 265 40 山田　定二 川枝　玄男 高橋　登美 平野覚次郎 〃 〃 栃沢テル子
22 下新川郡桜井町立前沢小学校 277 50 〃 宮崎　英世 中田　久子 舟根　政信 〃 〃 〃
23 282 23 57 四十物常三 竹沢　善治 〃 〃 〃 千代　譲吉 〃 豊田　郁子 川崎　三郎（四十物篤郎） 西本　武吉
24 263 25 33 〃 福島幸次郎 〃 有倉　長作 〃 〃 成川　みよ 西田　敦子 〃 〃 〃
25 257 22 41 長谷川甚作 〃 〃 〃 〃 滝沢祐三郎 大屋つぎ子 〃 栃沢　才吉 〃 城　　豊二 林　　久蔵
26 244 38 40 〃 大屋　彦助 〃 〃 〃 〃 吉沢　悦子 〃 浦田　繁松 西本　綾子 松井　小吉 地田　助重
27 232 40 44 〃 越湖　政平 〃 〃 〃 〃 寺尾　ソノ 〃 大屋　彦助 〃 尾崎　良蔵 地田　弥助
28 校歌制定 240 34 48 〃 滝沢祐三郎 〃 〃 〃 〃 〃 〃 宮崎　忠信 〃 朝倉　新作 大海寺芳松
29 黒部市立前沢小学校 252 35 41 篠崎　初郎 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 朝倉　利雄 若田　新吉
30 215 35 32 〃 〃 〃 〃 〃 野田　正雄 〃 若林　順子 〃 〃 〃 地田　作松
31 223 43 33 〃 開沢　豊二 村井　京子 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 朝倉伊太郎 尾山　　正
32 274 44 30 〃 福島幸次郎 〃 〃 炭田　さき 本田　忠夫 〃 〃 〃 〃 〃 朝倉　由松 若田　辰悦
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児童数の推移 本校児童数　　　分校児童数

昭和

33 291 44 47 宮木　四郎 福沢　正典 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 松田　英作 地田　久悦
34 285 44 49 〃 〃 竹内　節子 〃 荻野伊三吉 〃 〃 池田　昭子 〃 〃 〃 〃 中田吉次郎 大平　佐一
35 273 40 58 滝沢祐三郎 〃 〃 〃 〃 〃 堀内直次郎 中田　久子 〃 中井　きみ 〃 〃 大平　佐一 西田　正一
36 249 43 43 〃 川本　三能 〃 〃 〃 〃 〃 笹山　絹子 〃 〃 〃 中谷　敏男 前沢　政芳
37 243 41 46 〃 〃 〃 宮崎　英世 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 松倉　小二 舟川　正三
38 217 39 45 〃 〃 山田　礼子 〃 広瀬栄美子 天野　明義 平宮　佳子 〃 〃 〃 中田　久子 〃 辰　　正作
39 193 33 39 池原仙次郎 開沢　利雄 〃 〃 〃 〃 〃 岡島　孝子 〃 新鞍席次郎 〃 〃 〃
40 184 27 35 久郷　常平 〃 〃 福山　　厳 〃 笹島　良雄 〃 〃 女川　俊枝 宮崎　英世 〃 地田　作松 舟川　利雄
41 184 22 38 〃 〃 〃 〃 本田　　富 〃 〃 〃 〃 〃 〃 城木　平一 四十物篤郎
42 163 18 30 〃 〃 〃 宮崎　英世 〃 〃 〃 〃 〃 福山　　巌 〃 〃 舟子　豊作
43 155 9 31 中谷　豊治 〃 〃 岩井　昭久 〃 〃 中田　久子 草切美智子 〃 〃 柴沢五三郎

（新鞍席次郎） 城寺　広作 舟子　広幸
44 138 10 22 〃 山崎　武夫 田中　礼子 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 本林　睦子 〃 若田　金作
45 132 10 27 〃 〃 〃 〃 〃 大屋　彦助 森内　　猛 広木　英子 高山　玲子 〃 松田　　茂 尾山　　正
46 132 7 31 〃 〃 〃 宮崎　信嗣 漆間　志信 〃 〃 〃 〃 山本美智子（新鞍席次郎） 〃 林　　清秀
47 分校閉校・本校と統合 114 4 19 〃 大上戸宗吉 〃 〃 山本美智子 〃 〃 〃 〃 更田　博明（宮崎忠信） 中西　正孝 舟川　健治
48 113 21 池崎　助明 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 （平内　清）（新鞍席次郎） 〃 廃　　　校
49 110 27 〃 山本　和夫 〃 〃 〃 高野　忠一 〃 〃 野島　京子 （笹島　進） 〃 朝倉　秀夫
50 107 18 加藤　八郎 〃 〃 黒田　成光 〃 〃 〃 寺尾　ソノ 〃 舟子　幸松
51 108 22 〃 本田　忠夫 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
52 108 12 松原　義昌 〃 稲垣　尋子 〃 〃 荻野　　弘 〃 葉　真智子 安原　麗子 〃 〃 朝倉新一朗 歴代振興会長
53 校舎竣工・グラウンド完成 117 14 〃 谷口　久隆 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 吉枝　郁子 〃 ※現校舎
54 プール完成 128 18 愛場　一立 〃 梅沢　裕子 宮崎　昭子 天野　明義 〃 〃 福島　美子 〃 有田　淑子 〃 〃 新築後
55 体育館竣工・総合竣工式 138 22 〃 高橋　　健 〃 〃 〃 丸田　　進 〃 〃 〃 〃 〃 〃
56 石碑「弘麗」建立 140 19 菊池　信夫 〃 〃 〃 〃 〃 横田　泰子 〃 〃 〃 〃 朝倉　統治 沢井　季逸
57 151 22 〃 高村　満彰 〃 〃 〃 〃 （森田）〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
58 154 22 中村　初枝 〃 〃 〃 〃 〃 〃 丸岡　一葉 〃 〃 〃 松井　幸吉 〃
59 160 29 〃 岡本　公一 滝沢　裕子 〃 〃 更田　邦夫 〃 〃 〃 〃 芦﨑　　守 〃 中野小次郎
60 162 29 〃 〃 〃 〃 堀内直次郎 〃 〃 〃 〃 大懸　圭子 〃 大海寺松栄 〃
61 朝倉豊次胸像等樹立・屋外環境整備 162 25 畠平　徳与 〃 〃 〃 〃 〃 〃 笹川　仁美 〃 〃 〃 〃 〃
62 156 32 〃 佐々木仁徳 〃 岡本　和子 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 中谷　三嗣 〃
63 149 24 本井　尚身 〃 〃 中川　昌子 新田美智代 〃 〃 〃 〃 〃 〃 中平　一郎 〃

平成

1 150 27 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 廣木とも子 熊野ゆか子 黒田　成光 〃 〃 舟子　忠明 〃
2 ランチルーム竣工 151 28 〃 〃 中村　琴美 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 徳光　範生 髙岡　　薫 清水　俊充 〃
3 グラウンド拡張 150 27 中陳　　馨 本瀬　　薫 舟島　素子 〃 〃 〃 〃 平野　典子 〃 〃 〃 〃 〃 〃 西本　初博 〃
4 150 24 〃 〃 　 〃 澤田真寿美 廣川　正彦 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
5 151 26 〃 黒田　成光 〃 〃 〃 〃 池崎　留美 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 松田　俊二 〃
6 148 32 辻　　祐岳 〃 〃 〃 〃 〃 （愛場）留美 〃 〃 〃 〃 籠浦　智彦 〃 〃
7 139 20 〃 本崎　洋子 〃 泉　　啓子 〃 〃 〃 〃 〃 吉崎　正嗣 〃 〃 朝倉　　実 坂口　義信
8 140 28 〃 〃 三谷　鈴代 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 中　　佳美 〃 〃 〃
9 135 27 〃 〃 〃 〃 川端　浩子 〃 〃 冨山有紀子 牧野　淑美 〃 〃 〃 中西　孝明 〃
10 132 25 大菅　邦雄 〃 秋元　昌子 永島　智美 〃 〃 谷川　紀子 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
11 129 18 〃 杉本ときゑ 〃 〃 〃 齊木　　裕 〃 〃 〃 〃 〃 〃 朝倉　和行 朝倉　統治
12 133 19 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 橋本　陽子 〃 〃 中西　久作
13 124 22 細野　義隆 〃 〃 江川　智美 〃 〃 〃 〃 〃 湊屋　　稔 〃 〃 中田　利明 〃
14 125 26 〃 〃 米沢由紀子 〃 幸林真紀子 〃 〃 〃 中山　勤子 〃 （若島　肇） 〃 〃 〃 〃
15 126 22 山本美智子 〃 〃 米沢　暢恭 〃 〃 〃 芦﨑　　守 〃 〃 〃 幅口　幸美 〃 〃
16 111 31 〃 深井　典子 〃 〃 〃 〃 吉田由美子 〃 〃 永井　　肇 〃 〃 朝倉　一雄 〃
17 96 13 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 轡田奈々子 〃 亀山　秀夫
18 96 17 南茂　英夫 〃 鍵田　秀子 〃 〃 荒田　敏裕 〃 塩田　昌彦 〃 〃 大菅　哲夫 〃 前田　哲幸 城　　幸男
19 95 22 〃 丸岡　一葉 〃 山岸　信子 島　かずみ 〃 飯田　裕子 〃 松原　隆志 〃 根塚　晴美 大森　一美 大平　明子 〃 〃 栃林　宏和 〃
20 80 19 〃 〃 〃 杉田　安美 〃 霜野　成巳 〃 〃 中陣　和代 〃 〃 先名　祐希 〃 村井　一志 〃
21 70 12 岩井　芳生 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 髙島　清賢 寺井　信子 中尾　晃司 〃
22 73 15 丸岡　一葉 本村　雅宏 舟島　素子 〃 鍛治　小巻 〃 〃 大角　伸児 〃 〃 〃 村田麻記子 〃 朝倉　新富 〃
23 69 15 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 伊東　啓一 〃 中坪　尚世 〃 中西　義浩 〃
24 69 11 森村千賀子 〃 〃 林美　生代 〃 〃 髙島　清賢 〃 〃 〃 〃 〃 〃 長谷　　徹 〃
25 67 7 〃 髙岡　　薫 〃 〃 〃 〃 湊屋　　稔 〃 〃 〃 〃 〃 〃 若宮　　卓 舟子　忠明
26 校歌二部合唱譜面発見 69 11 籠浦　智彦 〃 〃 中村　知広 吉田志保子 〃 〃 〃 〃 〃 坂井　静子 〃 〃 中野　得雄 〃
27 閉校（平成28年３月31日） 73 14 籠浦　智彦 髙岡　　薫 柳原恵美子 中村　知広 吉田志保子 霜野　成巳 湊屋　　稔 大角　伸児 西尾　歩美 伊東　啓一 坂井　静子 上田　萌衣 中坪　尚世 寺井　信子 葊濱　良幸 舟子　忠明

合　　計 3844

平成27年度教職員
・�３月31日に、夜空で一番光輝く
前沢小の星座が見られるように！
・�「宇宙一、すばらしい学校だった
よ」と言えるように！



最高の仲間がいたから、何事もやり遂げることができた
　　　　　　　　　　　　　 73人の絆をいつまでも…

（題字　　中村知広）

☆学校の一年

☆平成27年度在籍児童の活動・メッセージ

☆スポーツ少年団のあゆみ

夏 祭 り



思い出の活動の一コマ
―　142年の歴史と伝統に感謝　―

多くの先輩が巣立ち、歴史を重ねてきた前沢小学校

地域に支えられ、地域とともに歩んできた前沢小学校

共に学び、共に遊び、数々の思い出が残る前沢小学校

そ し て

私たちをいつも温かく見守ってくれた前沢小学校

この前沢小学校のことを、私たちは忘れません

私たちは、弘麗と智徳の精神を胸に刻み

新しい一歩を力強く踏み出します。

時をこえて光輝きます。

ありがとう前沢小学校

さようなら前沢小学校

毎日通った玄関 玄関をくぐるとそこは…
―― 元気いっぱい 思いやりいっぱい しあわせいっぱい前沢小学校 ――

あいさつ運動　―― 一年間を通して「○○さん おはよう」――

児童会のキャッチコピーに迎えられて

頭をたくさん撫ですぎて、

色がはがれてきました

温かな全校児童の笑顔が迎えてくれました

このキャッチコピーをいつ
までも心に抱いてください

目を見て心を込めて
「○○さん　おはよう」
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学校の一年のあゆみ

春
―― 玄関を通るとしあわせいっぱい ――

心がうきうきする春、希望と夢にあふれる春…

　　　　　　　自分を変身させようと努力しました

閉校する年の始まりです！
１つ１つに思いを込めて

始業式　―― ４月６日 ――

入学式　―― ４月８日 ――
遠　足　―― ５月１日 ――
第１・２学年 第３・４学年 第５・６学年

ファミリーパーク 富山市科学博物館 白　 川　 郷

３月には
☆�「宇宙一、すばらしい学校だったよ」と言える
ように…。
☆�夜空に一番光輝く「前沢小の星座」が見られる
ように…。

連合体育大会　―― ５月15日　前沢小学校として出場するのも最後… ――

名水マラソンの応援
―― ５月24日　応援者と選手が一体となって ――

前沢スター花壇
―― ７月16日 ――

本番に向けて毎日練
習した成果を発揮！

努力の大切さを学ん
だよ。

「ようこそ名水の里 黒部へ
選手のみなさんがんばれ！」

スターが美しく大きく咲く
ように、大切に育てたよ！
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夏 外での活動が力いっぱいできる夏…

　　　みんなで力をあわせて楽しみました

トロッコ電車　―― ７月３日　ジオパーク・自然の美しさ　４・５・６年生 ――

立山登山　―― ７月29日　校歌を書いたメモリアルストーンを置いてきたよ ――

トロッコ電車
から見る景色

とてもきれい
で感動！

全 員 登 頂
６年生の絆があったから成し遂げられた

夏祭り　―― ８月８日　閉校…学校で開催しよう ――

水泳記録会　―― ８月25日　プールに感謝 ――

前庭工事開始　―― ８月 ――

記念碑・朝倉豊次氏の胸像のリニュー
アル・校歌音声機器の設置に向けての
木々の伐採、石の移動等の工事が始ま
ります。
私たちを見守ってくれた木々に感謝し
ながら…

思い出がたくさんつまった学校
「ありがとう　前沢小学校」

私も前沢小の
卒業生。
思いを込めて、
書きました。

水泳の目標すべて達成
☆13個おめでとう！
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秋 スポーツの秋、芸術の秋…
１つ１つの行事に感謝の気持
ちを込めて取り組みました

ありがとう前沢小学校 大運動会　―― ９月12日 ――

第142回 創校記念式　―― 10月14日　二部合唱 ――

あ
り
が
と
う
前
沢
小
学
校　
大
運
動
会

宇
宙
ま
で
届
け
　
七
十
三
の
光

時
を
こ
え
て
輝
け
　
み
ん
な
の
勇
姿
と
笑
顔

平
成
二
十
七
年
九
月
十
二
日

弘麗と智徳の精神を大切にして成
長してほしい。
ありがとう前沢小学校の気持ちを
行動に表そう！

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
一
つ

参
加
者
全
員
で
マ
イ

ム
・
マ
イ
ム

ランチルームでの給食

富山県警音楽隊　―― PTA教養講座 ――

公民館まつりでの発表　―― 11月　校歌二部合唱・流水客土 ――

校歌をアレンジしてくださいました。前庭の音声ガイドで聞くことができます

What food do 
you like？

I  l i k e  s u sh i 
and sashimi.

よい睡眠で
学力UP

美しいハーモニー
心を込めて歌いました

宮野山の赤土で流水客土をし
たんだよ。
前沢の人なら知っておいて！
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冬 前沢小のよさ・すばらしさを実感した冬

大きくはばたけ！73の星

下校　―― 元気いっぱい 思いやりいっぱい しあわせいっぱいの日を終えて ――

スキー練習会　―― １月22日 ―― 書き初め大会　― １月８日 ―

北陸新幹線開業・地域観光ギャラリーオープン　―― ２月４日 ――
黒部市と前沢地区の自慢のポスターを描きました

前沢の自慢の
カンナロード
見に来てね。

そして春へ　門出のとき…
〜中学校への希望を胸に〜

なわとび大会　―― ２月 ――

平成26年度 卒業証書授与式　―― ３月17日 ――

そして春へ　門出のとき…
〜中学校への希望を胸に〜

学習参観　―― ２月 ――

６年生を送る会　―― ３月７日 ――

数多くの卒業生が巣立ちました。
自信と誇りをもって…

こ
ん
な
に
リ
ズ
ム
よ
く
跳

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
。

子
供
た
ち
は
、
し
っ
か
り
勉
強

し
て
い
る
。
感
心
！
感
心
！
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青パトの方に見守られて　― 安全な登下校 ―

美しい環境で勉強することができたよ　― PTA労力奉仕 ―

心と目を和ませてくれました　― カンナロード ―

楽しかった公民館まつり お父さん・お母さんありがとう　― 親子活動 ―

地域・PTAとの活動の一コマ

地区に愛されて142年間
ふれあいを通して、みなさまの心の温かさを感じました

地
区
の
み
な
さ
ま
の
お
か

げ
で
、
楽
し
い
学
校
生
活

を
送
り
、
安
全
な
登
下
校

が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
！

自然体験活動　― いのちの尊さを… ―　― 丸いも・さつまいも・稲作 ―

前沢地区特産の「丸いも」　指導者　城 幸男さんありがとう

たくさん実ったかな？

土の中は温かいなあ ３本の苗が20本になったよ お米一つぶ一つぶを大切に

ほら、見て！ おいしくできたよ！

前沢地区の方の心の温かさと植物にいのちがあることを感じました！

大
切
に
育
て
た「
丸
い
も
」

た
く
さ
ん
と
れ
た
よ

う
れ
し
い
な
♪

「よく働く、いい子たちだね」 私は前沢小学校の卒業生です。
「昔、田植えの時期は、僧ヶ岳の雪絵が
出たころに…」と、先生に習いました。
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学年の目当て

春 の 遠 足
～富山市ファミリーパークにて～

ありがとう前沢小学校　大運動会
～思い出の前沢タワー～

学級園にて、サツマイモ栽培
～６年生と一緒に、春に苗を植えて秋には収穫したよ～

２年生と一緒に、ポップ
コーンパーティーをしたよ

元気いっぱい１年生

優勝カップを手にして
みんなうれしそう

どろ遊び

学校探検　～校長室～

交通安全教室

堀田先生　
水泳指導

給食試食会

しゃぼん玉
、たくさん

とんだよ

黒部市美術館　出前授業
～フィンガーアート～

初めて絵の具を使って
～ぐるぐるぐるーり～

生活科の学習で　～からだ全体を使って取り組みました～

１年生の
思い出

宮野運動公園
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２年生
の

思い出

みんないい笑顔！
今日から学校で
お兄さん、お姉さん

図画工作科「土ってきもちいい」　〜ダムや川を作ったよ〜

国語科　グループで音読　～気持ちを込めて読んだよ～

生活科「前沢地区　まちたんけん」

前沢の素敵なところをたくさん見つけました。教えて下さり、ありがとうございました。

１年生と「えがおいっぱい集会」
ジャンケン列車をしたよ。学校のことを教え、
仲よくなったね。

給食センター見学。野菜を切る機
械や大きな鍋にびっくりしたよ。

朝倉さんの店は、ずっと前は、
文房具屋さんだったそうです。

中田リンゴ園では、リンゴの花から
赤い実ができるまでを観察したよ。

春
の
遠
足　
～
キ
リ
ン
と
一
緒
に
～

村
井
さ
ん
に
質
問
。

イ
ノ
シ
シ
の
リ
ン
ゴ
ち
ゃ
ん
や
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
も
い
た
よ
。

‒　　‒ ‒　　‒52 53



下組探検　「わあ、高い」

７月　育てた野菜を使ってピザパーティー ～おいしくいただきました～

９月　前沢小学校最後の運動会 ～力いっぱいがんばりました～

10月　１年生とポップコーンパーティー ～作り方を教えてあげたよ～

一人ずつ好きなリンゴを取ったよ

思い出いっぱい　２年生
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楽しい思い出がいっぱい

３　年　生

リコーダーの練習

スーパーの見学の新聞作り

みんなで楽しく学んだ英会話

いもほり

自分が考えたコマの発表

楽
し
か
っ
た
春
の
遠
足

「
学
校
の
古
い
物
調
べ
」

の
発
表

が
ん
ば
っ
た
水
泳
練
習

全力を出し切った

運 動 会

チューズデー集会での音読発表

アピタでの校外学習 図工：教室を紙の屋敷にしたよ！
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たくさんの思い出と経験

ありがとう前沢小学校

いつまでも
わすれない
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４年生の思い出

みんなで決めた学級目標！学習に一生懸命取り組み、友達にほわほわ言葉をたくさん使いました。

思いっきり遊んだ春の遠足 in 太閤山ランド

声を掛け合い、協力して登った来拝山。
宿泊学習で、みんなの絆が深まりました。

第１回花丸パーティー。学級目標に向かってこつこつ取
り組み、頑張ってためた花丸でお楽しみ会をしました。

４年生になって初めてのチューズデー集会。
宿泊学習のことについて発表しました。

吉田科学館にてプラネタリウム見学。色々な星座
や、科学の不思議に触れることができました。 黒部峡谷の大自然に感動したトロッコ電車乗車体験学習

トーチカさんに教わりながら、太陽の光を利用して雄大な山を描きました。

どの競技も力いっぱい頑張った運動会

大きく実ったさつまいも。
たくさん収穫しました。

第２回花丸パーティー。自分たちで計画
し、みんなで楽しく活動できました。
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ありがとう
　 前沢小学校
〜４年生の思い出〜
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「こんなクラスにしたい！」みんなの願いを込めて作った学級目標

手で苗を植え、米作りの苦労
を実感した田植え体験学習

世界文化遺産のすばらしさを、自分の目で見て感じて学んだ春の遠足

自分の目当てに向けて一人一人が全力でがんばった黒部市連合体育大会

「前沢小学校校歌」への思いを込めて歌った「社会を明るくする運動」での校歌二部合唱発表

気持ちのよいやり取りを目当て
に取り組んだ英会話科の学習

５年生
思い出の写真
コレクション 苦労とともに収穫の喜びを

実感した稲刈り体験学習

日本の伝統文化に触れながら自分なりの�
工夫を重ねて仕上げた「日本画」制作体験

宿泊学習：みんなで励まし合いながら全員が頂上まで登り切った来拝山登山

宿泊学習：みんなで考えた「前沢小学校と前沢地区のよさ」を発表した学校紹介

黒部峡谷の雄大な自然を満喫したトロッコ電車乗車体験学習

上田萌衣先生と一緒に学習、運動、行事などに
がんばった10月〜12月の３カ月間

142年の歴史と伝統に感謝し、前沢小学校への思い
を込めて全校で校歌二部合唱をした創校記念式

自己ベスト記録を目指し、ゴールまで全力で走り抜いた100m走

‒　　‒ ‒　　‒64 65



From　５年生　To　前沢小学校

思い出と感謝のメッセージ
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白川郷、歴史の町へ！

スター花壇を美しく

力を出し尽くせ！

６年生
の
思
い
出

選手のみなさん、

全員で登頂！

荻原 道さん講演会

宇宙に届け、73の光

秘境・黒部峡谷にて

すてきな思い出が
たくさんありました。
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昭和53年６月８日　前沢チーム野球スポーツ少年団結団式
昭和56年10月20日　夜間照明施設完成
昭和58年　　　　　第５回市長旗争奪少年野球大会優勝
昭和59年　　　　　第６回市長旗争奪少年野球大会優勝
平成３年　　　　　第10回市長旗争奪少年野球大会優勝
平成９年４月１日　前沢タイガースにチーム名変更
平成16年　　　　　第23回市長旗争奪少年野球大会優勝
平成27年　　　　　第34回市長旗争奪少年野球大会優勝
平成27年　　　　　第31回若鷲旗争奪少年野球大会優勝
平成27年10月　　　�前沢タイガース・三日市ベアーズ合体し、桜井ホークスとして活動

開始【初代キャプテン　鳥居航汰】

先輩方の活躍（桜井高等学校）

　　昭和54年　第61回全国高等学校野球選手権大会出場

　　昭和58年　第65回　　　　　　　〃

　　平成２年　第72回　　　　　　　〃

　　平成19年　第89回　　　　　　　〃

前 沢 ス ポ ーツ
前沢タイガース

基礎・基本を前沢タイガースで学びました。

「心・技・体」＆「走・攻・守」の三拍子！

昭和56年４月１日　前沢バンビーズスポーツ少年団登録
昭和58年５月１日　結団式
児童クラブ対抗ミニバスケットボール大会
　　　・昭和58年２月　第１回大会優勝
　　　・昭和59年２月　第２回大会優勝
　　　・昭和60年２月　第３回大会優勝
　　　・昭和62年２月　第５回大会優勝
　　　・昭和63年２月　第６回大会優勝
　　　・平成元年２月　第７回大会優勝
　　　・平成２年２月　第８回大会優勝
　　　・平成６年２月　第12回大会優勝
　　　・平成７年２月　第13回大会優勝
　　　・平成８年２月　第14回大会優勝

平成22年３月31日　解団
平成23年４月　　　黒部ミニバスレインボーズと合体

少 年 団 の あ ゆ み
前沢バンビーズ
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校歌に込められた願いを受け継いで、
　　　　　　　　　栄えと誉れいつまでも…

（題字　　中坪尚世）

☆校歌二部合唱への道

☆朝倉豊次氏について

左 義 長



校　歌　―　よみがえれ校歌 二部合唱で　―

昭和28年10月制定
作詞完成　８月８日（朝倉豊次）
作曲完成　10月６日（橋本秀次）

校
　
歌

　
　
　
　
　
　
　
朝
倉
豊
次
　
作
詞

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
秀
次
　
作
曲

一
　
立
山
の

　
　
千
代
に
か
わ
ら
ぬ
　
け
だ
か
さ
を

　
　
自
然
の
教
え
と
　
仰
ぎ
つ
つ

　
　
楽
し
く
は
げ
む
　
こ
の
学
舎
に

　
　
若
き
力
ぞ
　
み
ち
み
て
り

　
　
あ
あ
　
我
が
前
沢
校
に

　
　
栄
え
あ
れ
　
栄
え
あ
れ

二
　
有
磯
海
に

　
　
真
理
の
深
さ
　
き
わ
め
な
ん

　
　
望
み
に
ひ
と
み
　
か
が
や
き
て

　
　
つ
ど
い
い
そ
し
む
　
こ
の
学
舎
に

　
　
智
徳
の
は
な
の
　
に
お
う
か
な

　
　
あ
あ
　
我
が
前
沢
校
に

　
　
誉
れ
あ
れ
　
誉
れ
あ
れ

　

立
山
は
長
い
年
月
が
経
っ
て
も
ず
っ
と
変
わ
ら

ず
、
品
格
が
あ
り
（
見
た
目
が
雄
大
で
ど
っ
し
り
と

し
て
い
る
）
優
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
立
山
の

よ
う
に
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
み

な
さ
ん
一
人
一
人
が
力
を
出
し
切
っ
て
、
勉
強
や
運

動
に
友
達
と
励
ま
し
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
り
、
で
き
る
よ
う
に
な
り

楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
っ
と
前
沢
小
学

校
が
栄
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

四
〇
〇
〇
ｍ
の
深
さ
が
あ
る
有
磯
海
（
富
山
湾
の

こ
と
）
の
深
さ
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
、
正
し
く
い

つ
で
も
通
用
す
る
知
識
と
判
断
す
る
力
を
も
て
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
み
な
さ
ん
一
人
一

人
は
、
希
望
を
も
っ
て
瞳
を
か
が
や
か
せ
て
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
校
舎
内
に
勉
強
で
身
に
付
け

た
知
識
と
よ
い
行
い
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
前
沢
小
学

校
の
よ
さ
と
す
ば
ら
し
さ
が
も
っ
と
も
っ
と
広
ま
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

旧 前 沢 小 学 校 の 桜
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昭和28年８月８日　朝倉豊次氏直筆
昭和28年寄贈のピアノで伴奏

歌い方について（作曲者橋本秀次氏の手紙より）

二部合唱へのあゆみ　―　昭和28年の校歌制定当時の譜面より　―

全体を明るく生き生きと唱う。
☆「前半」
・真面目に軽くレガートで唱い流す。

☆「楽しくはげむ」から
・マルカートに、アクセントをはっきりと唱う。

☆「ああ、我が」から
・思いっきりふくらませる。

☆「前沢校に…」から
・始めをちょっと弱めに（と言っても、十分に響き渡るように）唱いだし、少
しずつクレッシェンドに唱う。

☆「栄えあれ」
・一番力強く、たっぷり唱い終わっていきたい。

第142回創校記念式での披露

５月：作詞者「朝倉豊次さん」と校歌の意味についての説明、校歌練習
７月：「社会を明るくする運動」で４・５・６年生披露（市民会館）
７月：�第６学年の立山登山、校歌歌詞・子供たちの思いをメモリアルストーンと

して雄山山頂に置く。
８月：作詞者「朝倉豊次さん」のご令嬢　荻原　道さんに披露
９月：ありがとう前沢小学校大運動会　地区・保護者とともに合唱
10月：第142回創校記念式　全校児童で二部合唱
11月：公民館まつり　全校児童で二部合唱
２月：感謝の集い学習発表会　地区・保護者とともに合唱
３月：閉校式
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昭和28年10月６日　橋本秀次氏直筆
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趣意書（抜粋）

　（略）　校下の有志が集い、朝倉豊次先輩の遺徳を偲び、その治績を顕彰すると共に、
次代を担う青少年達の生きた鑑として後世まで永く残したいものだと語らいました。早
速その具体策として、前沢小学校に隣接する用地（市有地）を学校芸術広場・憩いの場
に造成し、朝倉豊次先生の胸像や前沢出身芸術家の彫塑や学童等の作品を配置し、植樹
するなど、豊かな芸術園・憩いの広場をつくりたいものであります。
　朝倉豊次先生の胸像作りの件については１月６日に郷土出身日展作家浦山一雄氏の快
諾を得ています。何とぞ市当局、市議会の各位には、青少年健全育成を目指す前沢区民
の熱意に賛同くださいまして、この大事業にご協力くださいますようお願いする次第で
あります。

　朝倉先生の治績を顕彰すると共に、少しでも、次代を担う青少年育成の鑑として生か
したいものだと、後輩の前沢の有志が語らい、「胸像の建立」と、「朝倉豊次先生を偲
ぶ」読み物発行の動機がわき起こりました。

朝倉豊次氏 胸像の建立について
（出典　朝倉豊次先生を偲ぶ 昭和61年10月５日発行 前沢振興会）

序

前沢振興会長 発起人代表　中野小次郎

　　昭和61年４月１日

発起人（代表）前沢振興会長　中野小次郎

　黒部市長　　　　荻野　幸和　殿

　黒部市議会議長　松島　作治　殿

　郷土の偉人、朝倉豊次先生は、前沢に生まれ前沢で育ち、その後、海軍兵学校を経て
軍人としての努力と栄光の道を進まれたのであります。そして終戦を迎え、昭和24年
に、郷里の前沢に戻られて、その後17年間は、黒部市のために名実ともに献身的な活躍
をされ、その業績には偉大なものがあります。

　私は直接仕事を共にしたこともなく、じっくりご意見を拝聴したことも多くはありま
せんが、子供の頃から尊敬していました。しかし先生にお会いしたときの印象は、きわ
めて丁重で気骨のあるがっしりした大柄な体格で、太くて黒い口ひげをつけられた姿は
いかにも偉大な人格者を思わせたものです。往年の、軍艦「武蔵」の艦長として活躍さ
れた姿を想像すると、近寄り難い感じもするのですが、実際に接したときは真に温か
く、もの和らかく気品がただよって親しみを覚えました。黒部市が市制30周年記念に発
刊された「朝倉豊次著作集」などを拝読しますと、苦労と努力によって得られた栄光と、
そして生への極限を身を以て体験された尊い人生がうかがわれ、ただただ頭の下がる思
いがします。

　とくに、黒部市の初代教育長として手腕を発揮され、そして公職を辞された後も、自
ら求めて、青少年健全育成のために病身もかえり見ず、数多くの講演や、各種の活動を
なされると共に、日本の将来について語られた由、凡人の出来る業ではなかったと考え
られます。本当にすばらしい方でした。

　朝倉先生が残された、朝倉教育賞と共に、ここに前沢の有志が集って記念像を新しい
前沢小学校の前庭に建て、先生の立派な業績と人柄を後世に伝えて、あとに続く人材が
育ってゆくことを願うことは真に意義深いことと考えます。

昭和61年９月５日

朝倉記念像の建立に寄せて

中 西 清 一
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　晴れた夜空を唯だ一人仰ぐと…。

　無限に広い大宇宙―、数千万の☆がきらゝ

と輝いている。夫々の光や色、大きさが異っ

ている。銀河の流れなど不可思議な大宇宙、

平和そのものである。

　この小さな一つの星、即ち私達の住む地球

内はどうであろう…。花いっぱい咲きほこり

鳥鳴き、数十億の人々が互いに愛し助け合っ

て平和な世界をきづきたいものである。どう

してこの米粒程のこの地球内に戦争という民

族間の悲劇が絶えないのだろうか。地球から

戦争という不幸を除きたいものである。

　敗戦後の精神的肉体的の苦しみの二ケ年

間、…南方の独房の小さな窓から見える夜空

の星は唯一の慰めであり、限りなく連想され

たのは寝食を共にした同胞・親子、郷土の

人々の事、遺族様方や日本の将来の事などで

あった。日々神佛の加護を祈るのみと述懐し

ておられた。…この心境ではなかろうか…。

【「海に生きた朝倉豊次少将」　黒部市教育委員会発行　昭和50年５月より原文を記載】

朝倉豊次さんの遺墨について
―　甲辰文化の日（昭和39年11月３日）　―

☆1894年７月６日−1966年１月27日

☆富山県下新川郡前沢村出身
　　　　本籍　富山県黒部市前沢476番地
　　　　住所　黒部市前沢1867の１番地

☆戦艦武蔵艦長(日本海軍の軍人、最終階級は海軍少将)
　�富山県に戻った後、前沢村などが合併して成立した桜井町の助役、教育長を経
て、同町などが合併して成立した黒部市の初代教育長を務めた。
　前沢小学校校歌の作詞者

学　歴
明治27年７月６日　富山県下新川郡前沢村（現黒部市前沢）で誕生
明治33年４月１日～明治37年３月31日　前沢小学校尋常科（４年）
明治37年４月１日～明治41年３月31日　三日市小学校高等科（４年）
明治41年４月１日～大正２年３月31日　県立魚津中学校（５年）
大正２年９月３日～大正５年11月21日　海軍兵学校（３年）
昭和３年12月10日～昭和５年11月24日　海軍大学校（２年）

軍　歴
1916年（大正５年）11月21日　海軍兵学校（44期）卒業
1917年（大正６年）12月　　　海軍少尉任官　
　・「羽風」「迅鯨」の各砲術長、海兵教官兼監事を歴任
1930年（昭和５年）11月　　　海軍大学校（甲種28期）卒業
　　　　　　　　　12月　　　第二水雷戦隊参謀
　・�第２艦隊参謀、軍令部参謀（第１班第２課兼第１課）、軍
令部部員（第１部第２課兼第２部第３課）を歴任

1933年（昭和８年）11月　　　海軍中佐に昇進
1934年（昭和９年）11月　　　連合艦隊参謀兼第１艦隊参謀
1936年（昭和11年）12月１日　�海軍省教育局局員（第２課兼第

１課）

朝倉豊次氏 経　歴

朝倉豊次氏直筆
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1938年（昭和13年）11月15日　海軍大佐
　　　　　　　　　12月15日　「石廊」特務艦長
1939年（昭和14年）９月１日　海兵監事兼教官、第２艦隊司令部付を歴任
1941年（昭和16年）８月15日　「高雄」艦長に着任し太平洋戦争を迎えた。
1943年（昭和18年）２月　　　艦政本部出仕
　　　　　　　　　３月５日　�艦政本部総務部第２課長兼総務部臨時魚雷艇班班長、連

合艦隊司令部付を歴任
　　　　　　　　　12月７日　「武蔵」第３代艦長
1944年（昭和19年）５月１日　海軍少将
　　　　　　　　　８月16日　�第１南遣艦隊司令部付に転じ、第１南遣艦隊参謀長兼補

給長
1945年（昭和20年）１月８日　第13航空艦隊参謀長兼第１南遣艦隊参謀長
　　　　　　　　　２月５日　�第十方面艦隊参謀長兼第13航空艦隊参謀長兼第１南遣艦

隊参謀長として昭南島（シンガポール島）で終戦を迎えた。

1948年（昭和23年）３月　　　解員
1949年（昭和24年）９月25日　神戸に帰還

社会歴
1952年（昭和27年）４月１日　前沢村などが合併して成立した桜井町助役
1952年（昭和27年）11月１日～1954年（昭和29年）３月31日　桜井町教育長
1954年（昭和29年）４月１日～1963年（昭和38年）４月２日　黒部市の初代教育長
1966年（昭和41年）１月27日　死去（71歳）

黒部市朝倉賞【昭和42年２月25日公布】
　多年に亘り、本市教育行政に尽すいせられ、郷土の繁栄と明るい町づくりに生
涯を捧げられた、偉大なる教育者　朝倉豊次殿御遺志により、青少年教育のため
に御寄付された浄財を基金として、毎年度義務教育修了する中学生から優良生徒
を選衡の上、その善行をたたえ表彰状と銀メダルを贈って顕彰するものである。

目　　的
⑴　平和・郷土愛の醸成

・幼少期に戦争を体験した荻原さんの疎開の生活の様子や当時の気持ち等を聞くこと
により、戦争の悲惨さを感じとるとともに平和の大切さ・すばらしさを実感する。
・辛く苦しい生活の中で、仲間と助け合って乗り越えた経験談を聞くことにより、
友達と助け合い励まし合うことの大切さへの思いを深める。

⑵　学校・校歌への思いの深化

・校歌を作詞されたお父様の考えや願いを聞くことにより、学校や校歌に対しての
思いを深め、これからの自分の成長に役立てる。

⑶　おもてなしの心の育成

・作詞者のご息女をはじめ地区の方に校歌合唱を披露することにより、おもてなし
の心の大切さを実感する。

　昭和28年に寄贈されたピアノで伴奏し、校歌の二部合
唱を披露しました。「ありがとう。感激しました」と、
言葉を残して京都に帰られました。

荻原 道さん（戦艦武蔵艦長・朝倉豊次氏のご息女）のお話会
―　平成27年８月６日（木）　午前９時30分から11時　―

○�「戦争中、私は黒部市に疎開
し、前沢小学校に通いまし
た。前沢のみなさんは、とて
も心が優しく、温かく接して
くれました」
○�「平和な世界を築くために、
教育は大切です」
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　私の中の父の始まりは広島からです。物心のついた時はすでに、キチッと軍服に身を
固めた父でした。江田島の兵学校の生徒隊監事だったので、官舎で生活していました。
　日曜日には、生徒が家を離れて、家庭の味から遠ざかっている人ばかりだから、少し
でも家庭の味を味わわせてあげたいと思ってか、必ずと言っていいほど、毎週分隊の生
徒さん達を招いて、母の手料理を出させる父でした。「安月給」という、決まりきった
月給の中で、５人の子供を育てながら、毎週10人余りの喰い盛りの若いお客様（生徒）
をもてなす、母の苦労は大変だったろうと、今頃ようやく気づく年に私もなりました。

　それはさておき、若い生徒さん達と楽しく話しながらよく食べる父でしたので、気兼
ねなく遊ぶ生徒さん、私はよく父の膝に乗りに行って、父の器用なかくし芸をよく拝見
したものでした。

　その後、何か世間がざわめいてきた頃、父はまた転勤先は海上で、父一人が江田島を
離れ、私達母子だけが東京へ帰りました。いつでも転勤になるときは、父が一人先に行
き、後の荷造りやら発送、学校の転出転入届など手続きは、後に残った母の忙しい仕事
でした。

　何ヶ月か過ぎた頃、又、父は海軍省に務めて、しばらくお役所通いが続きました。子
煩悩な父の膝に上がり込んで、絵本などを読んでもらい、母に遅刻しますよとうながさ
れる父でした。

　５歳頃だったと思います。私は夕方一人で７分ほど離れた駅まで行って父を待ち、黒
い軍服を見つけると、仔犬のようにじゃれついて、大きな肩に抱かれて帰ったりしまし
た。小さくて末っ子の私は、きちっとお行儀よく、それでいて甘い父にずい分甘ったれ
ました。のびのびと暮らしたお転婆な私が、木登りをしたときや、いたずらをしたとき
などは、母に叱られましたが、父に叱られた記憶は全くありません。小学校へ入るまで
は航海に出ても、時々入港があって早く寝た私が目を覚ますと、茶の間で、大きな柿を
おいしいおいしいという父でした。私もつられて、つい一口かじると、渋くて渋くて…、
父はだまっていました。茶目気な父、だまっている母、姉も渋かった柿を食べさせら
れ、今でも時々思い出します。柿は大好物で、後に庭に植えられました。

父 の こ と

三女　荻 原　 道（昭和11年７月24日生　38歳）
（昭和19年８月22日、前沢小学校へ縁故疎開入学）

　ある一日、家族が軍艦を見学につれて行ってもらいました。父の艦長室にはとてもい
ろいろな設備がそろっていて、「ホテル」のような部屋でした。食事のとき、お給仕の
水兵さんが入り口に立っていらっしゃいました。窓から艦の外の方を見ると立っている
人が遠く小さく見えるのに驚き、こんな艦の艦長さんって、「ずいぶん偉いんだな」と
感じました。

　叱ることのない父でしたが、夏の或る日、遊びにみえた兵隊さん達にアイスキャン
ディーをお出ししたとき、ひどく叱られました。今ではキャンディーやクリームは病人
でも栄養源になることもありますが、その当時は不衛生な食物で赤痢とまではいかなく
ても下痢や食中毒の原因となることの多い時代でしたので、大事な兵隊さん達に、もし
もの事があったらどうするのだ…と、それは、それは厳しい、びっくりする顔でした。

　小さかった頃の私には、戦争とはどのようなものか知りませんでしたが、ある日、熱
海へ連れて行ってあげるといわれて、大喜びで昼すぎ出かける用意をしてもらっている
とき、空襲を告げる不気味なサイレンが「ウーンウーン」と鳴り出したので、父は大い
そぎで艦へ引き返しました。すべての計画が終わり…家中みんな心配しました。
　その後、いよいよ戦争も激しくなって、父にも「今度こそ…が」という覚悟があった
のでしょうか…。これらも日頃軍務のため留守がちの家族への思いやりであったので
しょう。その後、郷里の祖母をもお招きして、一緒に熱海行の約束を守ってくれもし
た。―そしてすぐ出航した父、そのまま、９年近く父の顔を見ることができませんでし
た。―

　いよいよ戦況が悪くなり、東京では学童疎開することになり、恒子姉さんと二人で、
父の郷里の前沢に縁故疎開（昭和19年）をし、前沢校に入学、一年半程祖母のお世話に
なりもした。祖母は若いときに未亡人になって、とても厳しいお姑さんに仕え、苦労な
さったそうです。その姿を見てか、父はとても親孝行で、よく百姓の手伝いをしたそう
です…。お祖母ちゃん…「お父さんも赤ちゃんだったの…」と聞くと、「うーん、田圃
で生まれかかって、六天の実家へも行かれなんだちゃ…、夜中によく泣く子で、約百ヶ
日間、夜中に負うて、外へ出て振って歩いたちゃー」と聞かされました。また「学校で
は頭がよーて、家の手伝いもようする子やった、草刈りが上手で、朝、ちょこちょこと
行って、一束刈ってきて、馬の世話しとったちゃ、魚津の中学校へも二里の道を、冬は
雪が腰までつかって、わらじで通ったら、ズブズブ濡れとって…、未だに冷え性になっ
て治らんがやろう！又、学校では勉強できたちゅことやれど、家では手伝いばっかり
やったちゃ…」と話してくれた祖母、その祖母を以前は何処へでも転勤地に呼んで案内
した父でした。軍港地のほとんどと、東京など祖母は誰よりも、よく知っていました。
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　終戦後、私の一家は極度の貧困と食糧難におちいり、生活の大変なときでした。それ
なのに、私が５年生のとき、わけの分からぬ高熱を出し、40日ほど寝込みました。兄や
姉、母に大変苦労をかけ、父が遠いシンガポールから英軍の航空食の缶詰を送ってくれ
たのも、みんな私の栄養食になりました。

　父は敗戦後長い間、熱い熱いシンガポールで拘留され働いた。収容所生活で栄養失調
になり、昭和24年９月末に「青ブクレ」で帰国してきました。待ちに待った父、その朝、
次兄の俊二と姉と私の３人と、親戚の人々が駅へ出迎えました。一番上の兄は海上保安
庁の船に乗っていて、いませんでした。父は栄養失調と急に生活が変わり、衰弱してい
たので、半月ほど床につきました。

　それからの父は、家族の生活状態や子供の就学等に悩みが多かったようです。追放の
きびしい時代でしたので、就職も思うようにまかせず、下駄工場へ通いました。既に終
わろうとする余生を、なんとか郷里の役に立ちたいと思う父だったのでしょうか、自分
の思う郷里の教育のことに精一杯働いた父、郷里の母の地に骨を納めた父、約束を守る
ことにやかましい父、いいわけを許さない父…、いろいろ思い出されます。
　結婚により私を手離すのに涙ぐんだ父！
　嫁ぎ先での私の立場を考えて、…気をつかい…、京都の宇治川のほとりで、母と二人
でパン食ですませてきてくれた父、あれこれと思いはかけめぐります。

　この父にはやはり、幼いときから身をもって教え、育て、支え見守ってくれた祖母が
あったのです。また、どんなときにも安心してまかせられる、そして明るくて不平な
く、てきぱき事を処理し、自分についてくる妻（母）があったればこそ、父は海軍に於
いて、又、社会に於いて、家庭に於いて、思う存分働かれたのだと思います。

　私はこんな父と共に母をもち、誰にも自慢できます。
　この父母を手本にして、これから先も頑張りたいと思います。	 （昭和49年10月記）

【「朝倉豊次先生を偲ぶ」　前沢振興会発行より、原文を記載】

友や先生と語り活動した想い出
校舎のあちこちに残る思い出

　　　　　元気いっぱい　思いやりいっぱい
　　　　　　　しあわせいっぱいの前沢小学校

　　　　　　　　　　　　この記憶を大切に…

（題字　　中坪尚世）

☆卒業生からの寄稿
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　閉校の記念誌発行にあたり、寂しい気持
ちになっています。少子化による時代の
推移と分かっていても、いざ閉校となる
と、残念の気持ちでいっぱいです。私たち
の小学校時代は、昭和20年４月入学、つま
り、終戦前の入学で４、５か月後の８月15
日に、終戦を迎えました。グラウンドは麦
の畑となり、食糧不足と物不足で、責任あ
る大人は大変な時代だったと思います。旧
校舎は、当時としては木造の立派な学び舎
だったと思います。１階は入り口から宿直
室、１年生、２年生の教室、理科室、職員
室や炊事場などがあり、２階は入り口階段
から３年生、４年生、５年生、６年生、物
置などと並んでいました。２階の廊下の長
さは36間（65.5メートル）であったと思い
ます。私たちのクラスは、４年生頃から逆
立ちの練習が流行し、６年生になる頃には
廊下の端から端まで約65.5メートルを逆立
ちで歩行できるようになったクラスの男子
は半数くらいになりました。小
学校で、これだけできる生徒は
当時としては素晴らしい事だっ
たと思います。後に、高校で逆
立ち歩行の競技があり、前沢小
学校出身者が上位を独占してい
ました。
　旧講堂の建屋が古ぼけて危険
になり、昭和22年頃新しい講堂
（体育館）が新築されました。
渡り廊下の外側には、記念樹と
して桜の木が植えられました

（昭和23年）。それが現在、黒部市の給食セ
ンターにある桜の木です。
　そして、古い講堂が取り壊され、グラウ
ンドとして使用されました。それでもグラ
ウンドの中央に、１周80メートルのコース
をとるのも一杯一杯でした。
　さて、142年の歴史のうちにはどのくら
いの生徒が巣立たれたか分かりませんが、
私たちの時代は、全校で240名以上の生徒
がいました。時代が変わり、大変な時代を
迎えたものと思っています。これからの生
徒の皆さんには、やろうとすれば何でもで
きる、素晴らしい環境があるわけですの
で、親子、家族共々に教育の原点に戻って
頑張ってほしいと思います。がんばれ前
沢っ子!!

木造旧校舎の思い出
昭和25年度卒業

城　　　幸　男

僧 ヶ 岳
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　前沢地区民が愛してやまない前沢小学校
が、今年度限りで三日市小学校と統合し、
142年の歴史に終わりを告げることは誠に
残念であります。全国的に児童の減少には
どめがかからず、教育環境を維持するため
には学校の統廃合は仕方の無いことと思い
ます。
　長い歴史の中で、私が在校した６年間は
ほんの一時的にすぎません。私が前沢小学
校に入学したのは、終戦後間もない昭和22
年４月でちょうど、桜井町立前沢小学校と
改称された年でもありました。終戦直後の
日本は経済が混乱し国民は食糧難に苦しみ
耐えた時代でした。現代の飽食社会からみ
ると、想像を超えた厳しいもので生涯忘れ
ることはないと思います。
　前沢小学校142年のあゆみの中で、私を
含めて父親から孫に至るまで、４世代もの
多数の親族が学び育まれています。時代の
変遷とともに、校舎および付帯する設備等
も充実し、その中で児童たちは、伝統ある
この学校の校風を守りながら、自然豊かな
この地で、のびのびとたくましく育ってい
ます。その姿は日常の行動で感じることが
できます。
　現在の校舎や付帯する設備も老朽化して

いるとはいえ、閉校後に取り壊されること
は誠にもったいないかぎりです。私の学ん
だ校舎は、現在給食センターが立地してい
る場所に、木造２階建ての校舎と、前には
１周100メートルの狭いグラウンド、校舎
の後ろ側に小講堂。現在の校舎などと比べ
ると、お粗末なものでありました。それで
も当時は、「我が小学校」と誇りを持って
学んだことを思い出します。
　最近になって（閉校が決まってから）、
前沢小学校の校歌を二部合唱で聞く機会を
得ました。朝倉豊次氏が作詞されたこの校
歌は、私が小学校を卒業した年（昭和28年
10月）にできたもので、当時私たちは歌っ
たことがありません。後に、子供たちや孫
たちが歌っているのを聞いて、自然に覚え
たとても親しみやすく、よい校歌だと思い
ます。それも閉校とともに消えてゆくのが
大変寂しい限りです。現在の校舎ができて
38年間、幾多の児童を育んだ前沢小学校の
廃校とともに、三日市小学校へ統合し、新
たに「桜井小学校」として再出発すること
になり、感慨深いものがあります。恵まれ
た教育環境で今後、日本を担う人材が数多
く誕生することを願っております。

前沢小学校の閉校について
昭和27年度卒業

前　多　　　勇

　私が入学したのは、昭和21年で終戦の次
の年でした。私たち41名は、１年から３年
まで山下先生に４年から６年まで有倉先生
に教えてもらいました。
　敗戦国ですから、物も食糧も不足してお
り、食べることに一生懸命でしたので、学
校より農業の手伝いが大切な時代だったよ
うに思います。
　それでも遊ぶことは、今の子どもたちと
変わらず、夏は大人の昼寝の間に目を盗み
谷川へ行き、魚を捕まえ、水遊びをして、
時の経つのも忘れて夕方帰りました。そん
な晩は、父の顔をまともに見られず夕飯の
まずかったことを思い出します。
　また、自動車のない時代ですから、十二
貫野地区からの登下校は大変で、道中のエ
ピソードもたくさんあったようです。冬は
下宿している子もいました。
　その頃の校舎は、現在の黒部市立学校給
食センターの位置に建っていました。木造
２階建てで、体育館兼講堂へは渡り廊下が
ありました。

　学校給食センターの前にある桜は、確か
旧の体育館を建てた記念に、渡り廊下の近
くに植樹されたものと聞いています。
　この桜は、毎年春になると見事な花を咲
かせます。給食センターが建つ前に小学校
時代を思い出し、同級生で花見の会をし
て、昔を偲んだこともありました。
　前沢小学校が閉校することは、名残惜し
く残念ですが、時代が変わって道路や社会
資本の整備が進んだ今、やむを得ないこと
かと思われます。今後は、子どもたちによ
り合理的な教育環境となることを期待する
ものです。
　学童の皆さんも、学校がなくなることは
寂しいことですが、少ない人数で“前沢っ
子”として、勉学にスポーツに一生懸命頑
張ってきました。よい思い出もたくさんあ
ることと思います。
　桜の花の咲く頃には、桜井小学校に登校
です。新しい学校では、友達をたくさん
作って、これからは“桜井っ子”として活
躍してください。

前沢小学校閉校にあたって
昭和26年度卒業

松　井　幸　吉
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　私が小学校に入学したのは、昭和28年で
63年も前になります。月日の経つのが早い
のには、ただただ驚くばかりです。
　私は入学式、また１年生の頃のことはほ
とんど記憶にありません。家にあるアルバ
ムの中に、１枚だけ当時の写真があります。
　１年生の入学写真だと思います。写真の
背景は、古い講堂の道路側にある出入口で
す。生徒は48人で前列の中央には、長谷川
校長先生、その両隣には西田敦子先生と、
布施山分校の西本綾子先生です。先生は
スーツでネクタイ姿、生徒は前列の半分は
靴無しの素足です。男の子は長ズボンあり、
半ズボンあり、女の子もスカートあり、ズ
ボンあり、服装はバラバラです。当時の時
代背景が出ているように思われます。
　私たちが入学した時は、桜井町でしたが
昭和29年に黒部市になり、学校も黒部市立
前沢小学校と校名が変わりました。当時の
私たちは２年生の頃で、どこまで理解して
いたのか分かりません。とにかく式典があ
り、紅白の饅頭をもらい、新しくできた黒
部市の歌や鼓笛隊で行進の練習をしたもの
です。
　３年生の時に、三日市小学校が火災で校
舎が全焼となる災害がありました。三日市
小学校の生徒は市内へ分散授業となり、前
沢小学校へは私たちの１学年上の生徒が来
ました。人数は、覚えていませんが学校が
急に狭くなったようで、昼休みの運動場や

講堂はよくぶつかったりしたものです。初
めの頃はお互いに話もできなかったのです
が、一言二言話すうちに普通の付き合いを
するようになっていました。また布施山分
校での春の運動会に、綱引きの縄を協力し
て分校まで運んで行ったものでした。
　布施山分校は、５・６年生全員が、前沢
小学校へ通学するようになって、私たちの
担任は、越湖政平先生になりました。男の
先生は初めてでした。怒ると怖い、でも野
外授業の時は、優しく頼りになる先生でし
た。図工の時間の野原に出ての写生会や、
理科の植物の観察、また夏には石田浜への
海水浴、冬は宮野山でのスキーなど、よく
連れて行ってもらったものです。
　６年間の思い出は涙したこと、笑ったこ
と、皆で協力し物事を成し得たこと、一生
懸命勉学に励んだことなどたくさんありま
すが、すべてが楽しい思い出です。
　私たち前沢小学校33年度卒業生は今年古
希を迎え、同窓会をします。当時の思い出
を語りあいたいと思います。

私 の 小 学 校 時 代
昭和33年度卒業

竹　内　　　斉

　前沢小学校もいよいよ少子化問題で、閉
校になると耳にしていました。思い浮かぶ
のは、古びた懐かしい木造の建物の校舎で
した。その校舎が廃校になり、今度は閉
校、時代の流れの目まぐるしさ、年を重ね
た私には侘しさだけが残ります。
　思い出を、との言葉で記憶の乏しい私
が、戸惑うばかり、小学校の６年間が、
徐々に脳裏に浮かんできました。
　私はどちらかというと、積極的に友達を
作ることができず、また、先生にも「先
生、あのね」と言えなかった自分。
　でも、６年間という年月の中、３人の先
生がそれぞれ教育方針は違っていたように
思います。低学年のときの先生は、いつも
優しい笑顔で、良いことをすると大いに褒
めてくださり、嬉しかったのを覚えていま
す。
　４年生のときは、忘れ物をしたり、宿題
を忘れたりすると継ぎのある廊下で立たさ
れたり、細い青竹で叩かれたりで（今の時
代は問題だけど…）子供ながらに緊張の１

年間でした。
　高学年のときは、一人一人の考え方を、
重んじてくださったように思い、充実した
小学生時代を過ごせたような気がします。
　いろんな思いが、たくさんありました。
内気な私は、学芸会でおばあちゃん役を言
われたとき、また、児童会長選出の応援を
させられ、先生にいやとは言えず、演壇で
何をしゃべってきたのか、頭の中は真っ白
だったこと。下校のとき、家が近かったの
で、冒険できる道草なし、友達と楽しくお
しゃべりできなかったことが、とても心残
りでした。
　友達と言えば、私たちの学校は、布施山
分校がありました。５年生から、分校の友
達と共に机を並べて学びました。一緒にな
るときは、不安と喜びでワクワクしたのを
覚えています。
　振り返ってみると、小学校時代の基礎、
恩師、友達との出会い、そして、大事な親
あってのお陰です。
　小学生時代に、三者（親、恩師、友達）
の輪の中で、育てていただいたお陰で、現
在人前に出て、ボランティア活動に励んで
います。

今は形なき前沢小学校の思い出
昭和31年度卒業

山　本　邦　子
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○学校の思い出

　現在の給食センターの建っている場所に
旧小学校があり、当時は校門を入るとすぐ
二宮金次郎の銅像があり、その横には、小
さな池があり、鯉などが泳いでいました。
また、その前には土俵があり、よくＥ先生
と相撲をしてヒゲが痛かったのを懐かしく
思っています。
　グラウンドは、直線で45メートル×35
メートルほどで狭く、運動会ではカーブば
かりでよく転んだものでした。教室は、西
側となっており、西日が射す午後にもなる
とカーテンもないので暑くてたまらず上半
身裸になり、罰として廊下に立たされま
した。しかし、廊下側は涼しく、快適で、
「正解」と思っていました。
　また、６年生の時、クラス全員の前で一

人ずつ成績をつけるために課題曲を歌うテ
ストがあり、私は「真剣に歌っていない」
とほうきで力いっぱい何度もたたかれまし
た。もともと音痴で歌が嫌いだった私は、
さらに嫌いになりました。今もカラオケの
ある店には行きません。勿論、通知票は１
番２番という輝かしいものでしたが、なぜ
あれだけ叱られたのか、今でも理解できな
いでいます。

○終わりに

　そのほかにもたくさんの行事、遊び、悔
しいこと等思い出のある前沢小学校閉校は
本当に寂しい限りです。長い前沢小学校の
歴史に培われた精神は、この地を担ってい
く子どもたちに、新たな形で継承されるも
のと確信しています。

　思い出と言いましても、卒業後もう60年
近く経過し、記憶もおぼつかないが、忘れ
られない思いをそのまま書いてみることに
しました。

○楽しかった思い出

　私の右手の小指、薬指は今でも曲がって
います。これは、ソフトボールを素手（当
時はグローブ等はなかった）で捕球してい
て、上手なものだから突き指をし、そのま
ま放置していたため曲がっているのです。
昼休みの時間や放課後等によく遊んでいた
のですが、ファールを打ち、校舎のガラス
を割って叱られることもありました。グラ
ウンドオーバー（ホームラン）で田んぼに
入ったボールを取りに行って田植えされて
いた苗を踏みつぶしもしました。が、地主
さんからの苦情はありませんでした。今思
えばありがたいことでした。
　また、冬はあの寒い講堂で（裸足だった
と思います）休み時間は跳び箱で遊び、最
大の８段を飛び越えられるかを競っていま
した。そして、８段をクリアしたら、その
跳び箱の上に手をついて、空中転回し着地
できるかを競っていました。今から考える
と、なんと危険な遊びをしていたのでしょ
うか。おかげで空中転回もできるようにな
り、誇らしげにしていたものです。考える
と、子どもは風の子とよく言いますが、裸
足でストーブにも当たらずよくやっていた
ものだと感心しています。
　当時、運動会が春と秋の年２回行われて

おり、春は６月中旬頃だったと思います
が、布施山分校に全員歩いて行き、楽しい
交流をしました。何よりも、地元の人たち
が多く応援に来ておられたことを思い出し
ています。また、その帰り道には真黄色な
野イチゴが多く実っており、皆で土手に駆
け上がり味わったことや、のどが渇くと、
湧き水を手に酌みガブ飲みし、美味しかっ
たことが懐かしいです。

○給食の思い出

　食器は全てアルミ製で、熱いものが入る
と器を持つことができないので、苦労しな
がら食べていた記憶があります。特にミル
ク（脱脂粉乳）を毎日飲むことが苦痛でし
た。脱脂粉乳は器の中で膜を張り、それを
箸で破り口に入らないように飲んでいまし
たが、それでも口元には全員白い膜がつい
ており、皆で大笑いしました。今は貴重な
もので、食べられなくなったクジラの肉が
毎日のようにおかずとして出されていた
が、私は嫌々食べていました。

○ストーブ当番の思い出

　冬になると、当番制で朝早く登校し、給
食室の横の小屋にある石炭をバケツ一杯に
して教室まで運びました。家から持ってき
たすん葉・細かい枝木等を種火にして着火
させ、皆が登校するまで暖まるようにして
いました。しかし、うまく着火せず、教室
中が煙だらけになり、目が痛く慌てたこと
もありました。

小学校時代の思い出
昭和34年度卒業

池　野　恒　郎
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　私が前沢小学校に通ったのは、昭和30年
代の初め頃から中頃にかけてであった。し
かし、１年生から４年生まで私たちが実際
通学したのは、前沢小学校布施山分校だっ
た。分校での同級生は、13人いた。複式学
級のため、２学年で１クラスを作り、20数
名で一人の先生が担任する。あのころは経
済成長の始まった頃で、子どもも多く活気
があったが、まだまだ貧しかったように覚
えている。自然に囲まれて、ゆったりと流
れる時間のなかで受けた授業が忘れられな
い。
　分校からしばらく歩くと鎮守の森があっ
て、私たち児童を草の上に座らせて、先生
がイソップ物語など児童書を朗読してくだ
さった。一人ひとりの目がその日の青空の
ように輝いていた。
　５年生からは、いよいよ本校に通うこと
になる。より多くの同級生たちと一緒に学
び、遊べることに胸が膨らんだ。が、新し
い仲間とうまくやっていけるかという不安
もあった。不安はすぐに解消した。分校か

ら編入したそれぞれの子どもたちにも、す
ぐに仲のよい友達ができた。子どもは、新
しい環境に慣れるのは実に早い。慣れるだ
けでなく、その環境への自己の最適化に
日々努力し続けている。
　前沢地区で生まれ育った私にとっては、
「前沢小学校」の名前が消えるのは本当に
寂しい気がする。これは、「三日市小学校」
についても地区の人は同じ気持ちだろうと
思う。長きにわたる思い入れは深くて広
い。校名は、それらすべての象徴としてあ
る。
　一方、子どもたちは未来に属している。
多くの友達がいる新しい環境の中で、太く
大きく育ってほしいと願う。「桜井小学校」
はよい名前だと思う。皆さんご存じのよう
に、謡曲「鉢の木」に出てくる「越中桜井
の庄」で有名な「桜井」は、地域の歴史と
伝統を感じる。子どもたち一人ひとりがこ
の地域の歴史と文化に深く根を張って、大
きく育ち、それぞれの未来に勇気を持って
立ち向かっていってほしいと願う。

あ　の　こ　ろ
昭和36年度卒業

心行寺住職　名　越　　　誓

　私たち22年生まれは、戦後ベビーブーム
の子供です。１クラスで48名でした。４・
５年生の時は、篠崎校長先生でした。社会
の授業や月曜講堂集会の時、いつもお話し
てくださいました。身振り手振りで何役も
されます。今でいう一人芝居です。みん
な、食い入る様に聞いたものです。
　私事ですが、先日、ミュージカルの
「レ・ミゼラブル」を観ました。物語が、
「あの篠崎先生のジャンバルジャンだ」と
思うと、劇中ずっと校長先生の演じてくだ
さった様子が頭の中で思い出され、胸が熱
くなりました。夢が叶うのならば、もう一
度あの時の校長先生をみたいです。私たち
は、素晴らしいお話を聞いて育ったのだと
思うと、本当に「びっくりポン」です。今
の時代なら、何度でもビデオでみることが
できるのにね!!

　もう一つの思い出。同級会の時、必ずみ
んなの話題に上がるのは、６年生の時の夜
行遠足です。夏休みの夕方、校庭に集合し
て桜井駅まで歩き、電車で中村駅へ下車
し、そこから上市の町を通って、大岩不動
まで歩きました。真っ暗な中、歩いても歩
いても目的地まで着きませんでした。夜が
明けてきて、後方から朝一番の大岩不動行
きのバスがきました。みんなで手を振り、
タダで終点まで乗せてもらいました。大岩
山に着いて、全員疲れ果て、お寺さんの広
間で寝たことを覚えています。
　みんなクラス会の時、先生に言います。
「あの時一人でみんなを連れて行ってくれ
た本田先生ってすごかったね。いつまでも
忘れない思い出をありがとう」と…年老い
た先生はいつも嬉しそうに笑います。誇ら
しげな顔で…。

34 期 生 の 宝 物
昭和34年度卒業

此　川　和　子
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　私が前沢小学校に入学したのは、昭和36
年度で、卒業は昭和41年度です。小１で分
校に初めて通学しましたが、私の家が分校
より最も遠く、冬などは一苦労だったと思
います。冬などは、家のじいちゃんや、ば
あちゃん、それに近所の人たちも途中まで
送ってくれたそうです。恥ずかしい思い出
の一つは、大雪の時、上級生たちとやっと
の思いで分校に着いて給食を食べたとたん
に先生が「大雪だから帰りなさい。」とい
われ、また汗だくで雪道を歩いて帰ったこ
とです。
　担任の西本先生、宮崎先生から勉強や
歌、ダンス、運動などを教えてもらうの
が、本当に楽しかったと思います。教室で
は、複式で勉強しました。４年生の時は、
ストーブの火をつける当番などがあり、う
まく火がつかず教室が煙でいっぱいになっ
た思い出があります。お昼の給食は、皆で
ストーブを囲んで食べていました。春から

夏にかけて、児童活動でソフトボールを暗
くなるまで教えてもらっていました。そし
て、本校との試合で勝ったら、三日市の食
堂でラーメンやカツ丼などをごちそうにな
るのが楽しみで、勉強以上に頑張っていた
ことを思い出します。
　また、終わった後みんなで下校の道々で
柿、山栗、野イチゴ、あけびなど採りに
行ったこともあり、とても楽しかったこと
が思い出です。現在の児童たちが、うらや
むような自然の中で、遊び学んだことが、
分校での大きな宝物になっている気がしま
す。
　私は、前沢小学校で学び卒業した全児童
に、よい思い出を誇りに思って、新しい道
に進んでほしいと願います。そして、現在
の児童たちには、桜井小学校という新学校
へ行っても前沢小学校で学んだ思い出を大
切にもっていてほしいと思います。

布施山分校での思い出
昭和41年度卒業

黒部市交通安全協会前沢支部長　池　田　良　孝

　昨年の３月、北陸新幹線が開通し、東京
まで２時間30分ほどで行けるようになり、
時代の変化がはやく感じられるようになり
ました。
　一方、少子化のため、前沢小学校が平成
28年３月で閉校することとなり、一抹の
淋しさと、感慨深いものを感じています。
142年の歴史と伝統に誇りと感謝を忘れて
はならないと思います。
　私たちが入学したのは、昭和31年の春で
す。木造校舎で２階建てでした。現在、跡
地には市の給食センターが建っています。
桜の木が数本植えられていて、春には花が
咲き乱れていてとてもきれいでした。二宮
尊徳の銅像も建っていて、横には池もあり
ました。校舎の裏には、学年別の花壇も
あって、皆で草取りをしたものです。廊下
や教室の床は雑巾がけでした。寒い冬は
フーフー言いながら一列に並んで拭き競争
です。雪が吹き込んだ時もあり、寒かった
です。
　春は、分校で運動会が行われました。布
施山まで歩いて行き、途中で木イチゴなど
を採ったりして遠足気分です。分校の校庭
は“赤土”なので転ばないように真剣その
ものでした。一日が終わり、帰りも歩きで

現代の車社会では考えられない行程でし
た。
　“自然の教えと、仰ぎつつ…”校歌のご
とく写生会の時間は、谷川の土手を走り回
り、草花を摘んだりして楽しい時を過ごし
ました。
　冬は、宮野山でのスキー大会もありまし
た。若林先生と、越湖先生にはたくさんの
教えと思い出をいただきました。同級会で
は話で盛り上がります。
　子どもの頃広く思われた校庭では、お盆
に盆踊りが行われ、大人も子どもも一緒に
踊り、幾重の輪になって“バンドリ”姿の
人もいて、愉快な雰囲気の中で夜も更けて
いきました。
　学芸会とか学校の行事には、地域の方々
が集まって賑やかで、ほめられたり、注意
されたり、声をかけられて見守られて育ち
ました。学校は、地域の拠点として行事や
催し物が開かれ、大切な場所でした。
　４月からは、前沢小学校と三日市小学校
が統合され、「桜井小学校」となって児童
は通学します。新しい息吹きを吸収し、希
望と夢を持って、明るく楽しい学校生活を
送ることを願っています。

思　 い　 出
昭和36年度卒業

高　橋　文　子
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　私の小さい頃は、木の校舎で勉強してい
ました。
　昭和41年に入学した頃は、ドッジボール
やソフトボールが盛んで遊んでいました。
当時はまだ学校には十分なスポーツ用品が
少なかったので、ソフトボールのバットが
数本と、キャッチャーミット、ファースト
グローブくらいしかなく、他の選手は素手
で守備をしていました。当然、ソフトボー
ルは大きく素手でとるのは痛いですが、そ
れがとても楽しく、日が暮れるまで遊んで
いました。
　また、前沢小学校には当時プールがな
く、三日市小学校や桜井中学校へ通って泳
ぎの練習をしに行きました。泳ぎの苦手な
私は、無我夢中で目をつむりながら泳いで
いました。
　小学校の低学年の先生には、いたずらや
悪いことをすれば、教室の柱に縛られて遅
くまで残されました。また、先ほどもプー
ルの話をしましたが、引率された高学年の
担任の先生の下着が赤フンドシで泳いでお
られたのが印象的で、特に目立っていまし
た。

　小学校では給食がとても楽しみで、今で
は珍しいクジラのフライ、脱脂粉乳という
牛乳のようなものを「おいしい」と飲んで
いました。嫌いなものはすり身のみそ汁
で、骨が残っているところが大嫌いで、食
べるまで給食室に残されたものでした。
　昭和40年代は校舎も古かったですが、道
も今のようにアスファルトではなく、砂利
が敷いてあるだけの整備していない小さな
道で、水たまりになるようなボコボコの道
が多かったです。
　今より食べ物や衣服、家が裕福ではあり
ませんでしたが、少ないおこづかいで駄菓
子屋で考えながら好きな物を選んで買いま
した。また遊びも、田んぼで遊んだり、か
くれんぼをしたり、川で魚を手つかみして
いました。今よりないものが多かったです
が、のびのびと過ごした少年時代だったと
思います。古い小学校は残っていません
が、現在の小学校跡の給食センターにある
大きな桜を見るたびに、当時のことを思い
出し、いい時代に小学生をやっていたなと
思います。

前沢小学校の思い出
昭和46年度卒業

朝　倉　一　雄

小学校時代の思い出

　私の小学生時代は昭和40年に入学し卒業
までの６年間旧校舎（現在の給食センター）
が学舎でした。同級生は男14名、女13名の
合計27名（布施山分校含む）でした。児童
時代の思い出は、課外授業で自然とのふれ
あいの場が多かったと思います。入学した
当初は新しい講堂ができた翌年なので、講
堂の掃除を丁寧に行い床にキズを付けない
ように使用するよう言われたものです。運
動会や遠足といった行事も今となっては
数々の思い出として懐かしく思われます。
また、黒部川河川敷でキャンプを行ったこ
となどの記憶がよみがえることがありま
す。６年間１クラスだったことが今となっ
ては大切な同級生となったと思います（全
員覚えている）。

PTA会長時代

　平成18年にPTA会長をさせて頂いたと

きは、教職員の皆様や保護者の皆様と連携
を取り合い児童の健全育成に努めさせて頂
きました。当時は本当にありがとうござい
ました。また、前沢自治振興会の皆様には
児童のために現在も継続している防犯パト
ロールをして頂きましたことを厚く御礼申
し上げます。これからもできるだけ継続し
て頂けるようお願い申し上げます。

現在の思い

　前沢小学校が142年間の歴史の幕を閉じ
ることになりますが、この経緯に至っては
大変苦労された方々に厚く御礼申し上げま
す。今年度で学校が無くなるわけですが、
過去の資料及び思い出の品物をできるだけ
長く保存し閲覧して頂けるように熱望しま
す。また、卒業生の皆様は各時代の思い出
がこの地にあったことを誇りにもって頂き
たいと思います。今後も前沢地区の児童の
ためにご協力のほどお願い申し上げます。

前沢小学校に関する思い出
昭和45年度卒業
前沢小学校PTA会長（平成18年度）、前沢自治振興会役員（平成23、24年度）

前沢夏祭り実行委員（平成23年度～現在）	 前　田　哲　幸

‒　　‒ ‒　　‒104 105



　142年続いた前沢小学校も、前沢地区の
方々に惜しまれながら閉校を迎えることと
なりました。私を含め、自分たちの通った
小学校がなくなることは、とても切ないも
のです。
　私が在籍していた昭和40年代は、今の鉄
筋校舎ではなく木造の２階建てで、冬は隙
間風が教室に吹き込み、休み時間になると
石炭ストーブに集まり、みんなで暖をとっ
ていたことを覚えております。
　小学校時代を振り返ると、初めての授業
や初めての団体生活に戸惑ったこともあり
ましたが、先生方や地域の方々の愛情に包
まれ、無事に過ごすことができました。

　本年をもって、前沢小学校が閉校するの
が残念でたまりませんが、142年の間それ

ぞれの年代で前沢小学校の思い出がある
と思います。ただの学び舎としてではな
く、地区運動会の場としての地域コミュニ
ティー交流の大切な場所でした。
　これから子供たちは、桜井小学校に通
い、学校生活を送ることになります。慣れ
親しんだ環境から一変し大変かと思います
が、持ち前の明るく元気な前沢っ子なら大
丈夫かと思います。
　前沢小学校最後の保護者として諸先輩方
が築き上げてこられた前沢小学校の素晴ら
しい伝統を伝えることができるよう、努力
いたします。
　最後に、本記念誌編集にあたられた数多
くの方々に敬意と感謝を表しまして、記念
誌発行に寄せる言葉といたします。

ありがとう前沢小学校
昭和46年度卒業

中　野　得　雄

　私は、昭和46年度卒業生です。私の前沢
小学校の思い出は、校門の横に二宮金次郎
の銅像があり、歴史を感じる２階建ての木
造校舎でした。
　校舎に入ると、木枠の古い下駄箱があ
り、廊下の床や壁は板張りで、階段を上が
れば、ギシギシと音を立て、階段手摺を利
用して滑り台として遊び、昼頃には給食室
からくじらの竜田揚げのにおいがしてく
る。そんな想いが走馬燈のように思い出さ
れます。
　冬になれば、石炭ストーブで暖をとり、
ストーブの上にはブリキの缶に水を入れて
乗せ、最近見ることができない牛乳瓶を温
め、熱くなりすぎて、給食時間内に飲めな

いこともありました。
　そんな、当時の前沢小学校は解体され、
残っていませんが、現在、小学校跡地に黒
部市学校給食センターが建設された中で、
大きな桜の木が思い出の木として残ってい
ます。この桜の木を見て懐かしく思うのは
私だけではないと思います。
　前沢小学校が現在の鉄筋コンクリートの
建物になってからは、長男が６年間の学校
生活を送り、長女が在学中で、無くなるこ
とはとても寂しいことですが、時代の流れ
として受け止め、前沢小学校と三日市小学
校が統合し、桜井小学校として、新たに発
展していくことを期待します。
　平成28年度４月より桜井小学校に通学さ
れる児童の皆さん、前沢小学校で得た知
識、育まれた心を大切に新たな学校生活を
送ってほしいと思います。そして、これま
でと同じように、地域全体で前沢の子供た
ちを見守っていければと思います。
　最後に、私たちに楽しい学校生活を送ら
せてくれた前沢小学校、142年間ありがと
う。

前沢小学校への想い
昭和46年度卒業

幅　口　清　樹
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　真っ黒な石炭運びのバケツは、１年生の
私にはすごく大きく重いもので、２人で
持っても大変でした。でも、３時限目が終
わると走って…ではなく早歩きで、職員室
を横目に自炊室の前で、ガッツポーズ「今
日はカレーシチューだ！」中では近所のお
ばちゃんが笑っていました。勉強も大好き
ですが、給食はもっと好きでした。唯一苦
手だったのが、ストーブで牛乳びんを温め
たやつで、飲み口付近に膜をはった物体が
好きにはなれず。みんながおいしそうに飲
んでいるのをみて否定はできず、我慢をし
て飲んでいました。たまにお湯が熱くなり
すぎて、びんを入れると割れるときがあ
り、それが少し嬉しかったことが、思い出
されます。
　同じように好きだったのが、運動場で
す。隅にあった小さな池には、なぜか甲羅
に穴を空けられ、ワイヤーでつながれたカ
メがいました。そいつのご機嫌をうかがい
ながら、飛んだり、
走ったり、笑った
り、泣いたり。竹の
バットも振り回して
いたけれど、一番の
思い出は、学年問わ
ず夢中になった「ひ
まわり」知る人ぞ知
る名ゲームです。詳
しく知りたい方は、
郵便ポストの前の家
まで…。

　小さい頃からの小学校は、小学生だけの
ものではなかったです。体育館では、公民
館祭りに敬老会、村の球技大会が行われ、
グラウンドでは盆踊りや区民運動会と、い
つも前沢地区の中心となって私たちを温か
く見守ってくれていました。校舎は床の雑
巾がけをすると、ささくれ立った床板が手
のひらに刺さり、そして、風で窓ガラスが
ガタガタ鳴るなど、老朽化はまぬがれず、
現在の校舎に移転することとなりました
が、今もその存在は変わっていません。
　旧校舎の中庭にあったあの一本の桜、陽
当たりが悪く、人目につかず、でもすべて
の教室から見ることができました。その桜
が今ではあんなに大きく堂々と立っていま
す。あのひかえめな桜が…。
　みんなが見ていた桜は、これからも住民
と共に、子どもたちの羽ばたきを永遠に見
守り続けるでしょう。

　私の通った昭和40年代は今の校舎ではな
く、さらに以前の木造２階建ての校舎でし
た。刺激的なものがある時代でもなく、田
舎時間がゆっくり流れていたように思いま
す。振り返るともう結構な昔話となります
が、当時のことを少し紹介します。
　木造校舎だったこともあってか、冬以外
は裸足で過ごしていることが多かったで
す。校庭でも裸足のままで、足を洗って教
室へ戻るのが普通でした。放課後や休み時
間になんとなく集まりができて、上級生と
下級生が混じって遊んでいたことを覚えて
います。校庭ではボール１個と木のバット
１本でのソフトボールが楽しかったです
ね。用具もないので、守備は全員素手でし
たけど。
　冬は体育館でのドッジボールやキック
ベースボール、体育用具室のマットの上で
は当時テレビ中継で人気のあったプロレス
の技の掛け合いなどなど。大きなケガをす
ることもなく、みんな、なんとなく手加減
が分かっていたのかもしれません。
　授業では、大谷川や黒部川河川敷などへ
出かけた野外活動を覚えています。今思い
返すと、先生方は姿勢がとても凜としてお
られて、時には厳しくもありましたが、一
生懸命に接していただいたと思っていま
す。低学年の夏休みには、担任の先生の自
宅へ皆で遊びに伺ったこともありました。
　高学年では忘れ物をして、家まで取りに
行かされたこともありましたが、片道４キ
ロメートル弱を登校・下校と合わせて２往

復歩くのはミニ遠足のような日でしたね。
何度か歩いている途中に郵便配達の方が話
しかけてきて、途中までバイクの後ろに乗
せてくれた日もありました。（今だったら
ありえないですよね。それがあってか、今
でも郵便配達の方に玄関先で会うと「いつ
もありがとうございます」と自然とあいさ
つがでます（笑）。）
　今はいろんな面で変化が早くて子供たち
も大変かと思いますが、失敗してもクヨク
ヨ後悔せず、いつも前向きな気持ちで進ん
でほしいですね。悩むことや反省は、後の
成長や次の成功につながることもあるので
いいかなと思いますけど。
　私の子供も通い、保護者としてもお世話
になりました。PTA活動も正直な気持ち
として、最初は義務感でやっていましたが
だんだんと自分の意識も変わる中で、活
動・行事に参加し、楽しかった思い出もた
くさんできました。
　子供時代そして、保護者としても成長さ
せていただいた前沢小学校に感謝していま
す。ありがとうございました。

旧木造校舎の思い出
昭和48年度卒業

元PTA会長　栃　林　宏　和

ひ か え め な 桜
昭和49年度卒業

元青年団長・元体育会長　朝　倉　行　紀
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　昭和48年４月、木造校舎の前沢小学校
（今は給食センターの場所）に入学。木造
校舎では、５年間在学、一生懸命に勉強に
運動に、そして自然の中で遊び、田んぼで
遊び、小川（用水）で遊び…勉強よりも、
同級生や上級生と楽しく仲良く、小学校の
生活を学びました。壁・床・天井はもちろ
ん木造の板張りでこげ茶色でうす暗く、教
室や廊下の掃除のときは、みんなで一列
に並び雑巾かけ競走していました。時に
は、床板のささくれが手に刺さり、保健室
に直行でした。夏は、窓を全開に開け自然
の風で心地よく勉強していました。冬にな
ると、木製の窓の隙間から雪が教室に吹き
込んでいたことを思い出します。また、勇
気ある上級生は、先生の目を盗んで２階の
窓から２メートルほど積もった新雪にダイ
ブ!!　スッゲー!!って憧れでした。便所
は、ここだけの話、水洗ではなく、ボット
ン便所、夏にはうじ虫が湧いてきて、薬で
駆除していました。今では、考えられない
環境の中で、でも当時では当たり前の環境
の中で勉強していました。
　『ご縁』があり６年生の時に今の校舎に
移り、１年間だけ新しい校舎で勉強しま
した。旧校舎のうす暗い環境から、一転、
壁、床、天井は眩しく感じるくらいに真っ
白で、明るかったです。窓は、アルミ製で
雪は吹き込んできませんでした。“安心し
て下さい！”便所は水洗でした。
　そして、避難訓練は、今では使用してい
ないようですが、３階からシュートを使っ

て外に滑り降りる避難訓練をしていまし
た。ジェットコースターみたいで、スリル
満点でした。

　約40年の時が過ぎ、長女が７年前に卒業
し、息子は今４年生で在校生として勉学に
励んでいます。平成20年度には、皆さんの
ご協力のお陰で、PTA会長として、１年
間ですが楽しませて頂きました。この場を
かりて、ありがとうございました。
　前沢に生をうけた『ご縁』により、私の
子供までお世話になった学校が閉校してし
まうことは、寂しいですが、これも時代の
流れでしょうがないです。息子が40年後ほ
ぼ、私の年齢になります。私は、この世に
は居ないとは思いますが、前沢小学校の歴
史や諸先輩の功績を忘れず、心の目に焼き
付けて下さい。そして、この前沢小学校の
『ご縁』に感謝いたします。

　私が通っていた時の学校は、現在学校給
食センターがある場所にありました。瓦屋
根の、木造２階建ての校舎で、渡り廊下で
体育館、音楽室へとつながっていました。
グラウンドは一周100メートルしかとれな
い、今から思えば、とても狭いものでした。
　私の同級生は17人（男子12人・女子５人）
で、全校で110人～120人くらいだったと思
います。低学年での記憶はあまりありませ
んが、中高学年の時の思い出は、校舎と共
に一部鮮明に残っています。学校の行事と
しては春の遠足、秋の遠足など、今とあま
り変わらないと思います。特に冬の思い出
が力強く残っています。当時は、石炭ス
トーブで暖をとっていました。ストーブ当
番になった日の朝は、皆より早く登校し、
外に置いてある石炭をバケツに入れ、教室
に運んで、火をつけます。３時間目が終わ
ると大きな“たらい”みたいな鍋をストー
ブの上に置き、給食の時に飲む牛乳（ビン

入り）を温めていたものでした。たまに、
ビンの底が割れて飲めない友達もいまし
た。また、とても寒い日には、ストーブの
周りに机を並べて、授業を受けたこともあ
ります。
　校舎の窓は、木枠にガラスをはめ込んだ
格子窓で、建付が悪く隙間があり、吹雪の
翌朝は教室の窓際や廊下に薄らと雪が積
もっていることもありました。
　当時、学校にはプールがなく、夏の水泳
学習の時には、旧三日市小学校のプールを
借りて行っていました。三日市小学校まで
歩いて行き、体育館の隅で着替えをして、
プールで練習しました。そのとき、三日市
小学校の子に田舎者呼ばわりされたことが
いやな思い出の一つです。
　あと、給食のことで低学年の頃だと思い
ますが、クジラの肉の唐揚げがよく出ていま
した。全部食べきれず、残した記憶があり
ます。今では、希少で某居酒屋のメニュー
にあり、当時を懐かしんで食べています。

　現在の鉄筋校舎とは違い、暑
さ寒さに影響を受けやすい校舎
ではありましたが、その分思い
出として色濃く残っています。
　今、通学している子どもた
ち、また、これから新しい学校
に入学する子どもたちであれ、
一生懸命友達と遊び、たまには
勉強することが、やがて自分の
「思い出」という財産になるも
のと思います。

前沢小学校の思い出
昭和50年度卒業

中　西　義　浩

前 沢 小 学 校 の ご 縁
昭和52年度卒業

村　井　一　志
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　私が前沢小学校に入学したのは、今から
約35年前のことです。その当時、全校児童
は170人くらいいました。
　私たちが小学校に入学した当時には、体
育館とプールが完成しておらず、私たちの
入学式は音楽室で行われました。その翌年
に体育館が完成して、みんなで楽しく遊ん
だことを思い出します。
　私が小学校に在籍していた時の楽しい思
い出は、秋の遠足で近いところでは宮野
山、遠いところでは地鉄の宇奈月温泉駅か
ら紅葉を見ながら林道を歩いて平和の像ま
で行ったことです。また、冬になると教室
のストーブで給食のパンや、お釈迦の団子
を焼いてみんなで食べたことを覚えていま
す。体育の授業では小学校の近くの田んぼ

の斜面でスキーをし、グラウンドでは、ノ
ルディックスキーをしていました。
　このような自然に囲まれた前沢小学校
で、過ごされた児童の皆さんは、三日市小
学校との統合に対して楽しみや不安がたく
さんあると思いますが、前沢小学校で経験
したことを活かして頑張っていただきたい
と思います。
　最後に、前沢小学校がなくなるのはとて
も寂しいことですが、統合に向けて前沢小
学校142年の歴史を忘れることなく、校歌
の「栄えあれ」のフレーズにもあるように、
桜井小学校においてもさらなる発展を期待
します。
　前沢小学校、本当にありがとう。

楽しかった前沢小学校での思い出
昭和60年度卒業

平成25年度PTA会長　若　宮　　　卓

　私が在籍していたのは31年前、現在の校
舎が出来て初めての１年生だったと記憶し
ています。
　当時は、体育館やプールもなく、音楽室
での入学式でしたが、小さな保育所から来
た私にとっては、鉄筋コンクリートの建
物、長い廊下、大きなグラウンドと何を
とっても驚きの連続でした。
　私が住んでいる地域からは学校が遠く、
スクールバスで通っていましたが、現在と
違って当時は地域のお年寄りや、保育所の
子供たちも乗車しており、バスの中には常
に笑い声があり、毎日が遠足のような感じ
でした。
　児童数は、一クラス30人ほどで、黒部市
の中でも児童数の少ない学校でしたが、子
供たちの声が常に飛び交う、笑いあり、涙
ありという楽しい学校でした。
　学校生活では、現在校舎の北側にある学
校農園ですが、当時はグラウンドの海側に
あり、自分たちで植物や農作物を育て、種
まきから草取り、刈り取りなどを行い、常

に「自分たちでやってみる」ということ、
冬期期間にはグラウンドや田んぼでのノル
ディックスキーなどスポーツを通して「ど
んなことにもチャレンジしてみる」という
ことを学んだような気がします。

　最近５年間ほど、現在の在籍児童とス
ポーツを通して触れ合う機会があり、小さ
な小学校ですが、どんなことにも諦めず取
り組む姿勢は、伝統として伝えられている
と感じ、感心しました。

　自然豊かな地域の中にある学校、地域の
住民の方と共に学べる学校が大好きでし
た。
　このたび、長い歴史に幕を閉じることに
なった前沢小学校ですが、人生の基本とな
ることを教えてくださった多くの先生方、
私自身大きく育ててもらった学校にとても
感謝しています。
　また、在学中の児童にとってはこれから
不安なことばかりだとは思いますが、胸を
張って、桜井小学校でもいろいろなことに
チャレンジしてもらいたいです。

前沢小学校への感謝の気持ち
昭和59年度卒業

前沢タイガース監督　大海寺　　　毅
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　前沢小学校の閉校にあたり、小学校生活
を思い返してみると、日 「々学んだ」とい
うよりも、日 「々経験した」６年間だった
ように感じます。その経験は、前沢小学校
の学習環境、前沢の人柄、土地柄があって
こそのものだったと思います。
　当時は、比較的人数が少ない学級でし
た。だからこそ、何か問題が起きればなん
とかしようと解決策を考えたり、行事に対
してもどうしたらよりよくなるのか、より
楽しくなるのかを話し合ったり、時間をか
けてそれぞれが真剣に考え、みんなで乗り
越えることができていました。そういった
ことを通して、全員が１人１人のよい所も
悪い所も理解し合えたからこそ、６年間を
通して深い人間関係が持てたように感じま
す。今では同級生に会う機会も頻繁にはな
いですが、久々に会っても、どんなことも
話せるのは、お互いの人間性を理解し合え
ている安心感があるからだと思います。
　私の６年間の思い出の中で印象深く残っ
ているものは、学校内よりは外でのものが
多いです。グループに分かれ、自転車に
乗って前沢地区を探検したことや、休み時
間に前庭で遊んだこと、週に１回の全校リ
レー、畑での野菜の栽培など、身体を動か
したり、人と関わったりした経験が強く心
に残っています。前沢地区の方々はいつも
子どもたちのことを温かく見守り応援して
下さっていました。時には、わが子のよう
に怒って下さった方もおられました。そし
て、前沢地区には宮野山をはじめとして、

子どもたちが自然と触れ合いながらのびの
びと遊べる場所に恵まれていると思います。
こうした前沢地区の温かい人柄と自然豊か
な土地柄で育ったからこそ、私は小学生の
頃から身体を動かすことが好きになり、ま
わりの人への感謝の気持ちを大切にして今
日までこられたのだと感じています。
　私は現在も前沢に住んでいます。日々の
生活の中で、私が小学生の頃に感じた前沢
地区の人柄、土地柄のよさは今も変らずに
あると感じています。前沢小学校が閉校す
ることはとても寂しいことですが、子ども
たちが生活する場所はこれからも変わるこ
となく前沢です。なので、新しい学校での
生活が始まっても、前沢のよさを日々の生
活の中で感じながら、成長していってもら
いたいです。子どもの頃は気付かないかも
しれませんが、大人になった時に少しでも
前沢を大切に思う気持ちを持ってくれれ
ば、それがより素敵な人柄、土地柄に繋
がっていくと信じています。私自身も、今
回改めて考え、感じさせてもらった前沢の
よさと前沢小学校での６年間を大切に想い
続けていきたいと思います。

閉校にあたり気付いた前沢への想い
平成13年度卒業

土　井　文　絵

　私が前沢小学校にいたのが、だいたい20
年前になります。この記念誌の依頼を受
け、「小学校の頃の思い出、どんなことが
あったかな。」と考えてみました。
　写生会で様々な場所へ行き、カンナや三
島神社などを描いて金賞をよく貰っていた
こと。学校の前の畑で自分たちの好きな野
菜を植え、収穫のあと調理をして食べたこ
と。図工の時間にパチンコゲーム作りや版
画をし、彫刻刀やのこぎり、金槌を使える
ようになったこと。
　何気ない日常生活が楽しかった思い出と
して頭に浮かんできました。もちろん、当
時はいやだったこともあったと思います
が、今となれば、子どもの頃のよい思い出
に変わってきました。
　そして、何よりも「前沢小学校でよかっ
たな。」と思うことがあります。それは今
でも相談ができたり、気をつかわずに会え
る友達がいることです。保育所からの付き
合いを含めると、もう30年近くになりま
す。途中、別々の道に進みましたが、こう

して大人になった今でも仲良くいられる友
達ができたことは、私にとってかけがえの
ない宝物です。また、現在もこの前沢地区
に住んでいることで、同級生が結婚をし、
同じ地元に住んでいて、たまに会うと気軽
に声を掛け合えることも、心が和み素敵な
ことだと思います。小さい地域だからこそ
人の繋がりが深いというのが、この前沢の
よいところなのかなと改めて感じました。
　小学校の閉校にあたって、今年度の前沢
地区の夏祭りは小学校で行われました。校
舎開放ということで、展示されている写真
を家族で見に行きました。私と姉の卒業写
真がありました。父と母のもありました。
祖父と祖母のもありました。
　今、私のお腹の中には赤ちゃんがいま
す。その写真を見たとき、「この子も、前
沢小学校に通わせたかったな…。」と正直
思い、なんだか寂しい気持ちになりまし
た。今まで当たり前にあったものが無くな
るのは寂しいことですが、新しいスタート
に期待をしたいと思います。
　これからも人の繋がり、人の輪が途絶え
ない前沢であってほしいと思います。

大切にしたい私のふる里
平成７年度卒業

中　谷　美　穂
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れば私が目指している姿にはなれない」。
すると自然に、みんなの気持ちも考えられ
るようになり、リーダーには「応援団に
入ったときに、一人一人決意を言ったよ
ね。今もう一回ちゃんと振り返ってみよ
う」と伝えました。
　その後、リーダーの意識が高まり、練習
を重ねるうちに、まとまりもでてきまし
た。
　運動会当日、プログラム２番「エール」。
校舎に向かって「前沢小学校へのエール」
を送っているとき、なんだかとても感動し
ました。「ありがとう」と校舎に向かって
声を発すると「閉校するんだ」と改めて感
じ、「百四十二年の歴史と伝統に感謝」と
いう垂れ幕を見ると、少しさびしさもわき
起こりましたが「感謝」という文字が私を
奮い立たせてくれました。
　プログラム〇番「応援合戦」。いよいよ
練習の成果を発揮するときです。緊張が高
まり、頭が真っ白になりそうです。しか
し、「私が緊張すると、白組のみんなも緊
張して声が出なくなる。私がしっかりしな
くちゃ」と思い、白組のみんなには、「が

んばって」と声をかけました。
　応援をしているときは、地域のみなさん
や先生方の視線を感じ、見守ってくださっ
ているんだなとうれしくなりました。最後
の決めポーズをしたとき、とても大きな
拍手がわき起こりました。「最後までやり
きってよかった。目指していた自分の姿に
近づけた」「みんなの思い出に残る最高の
運動会にすることができた」と感じまし
た。

　プロジェクト委員長と応援団長の経験を
通して、みんなをまとめていく力、自分か
ら進んで行動する力がついてきたと思いま
す。また、「前沢小学校閉校の日に、星座
が輝く」という目標に向けて、もっともっ
と明るく楽しい前沢小学校にしたいという
気持ちも強くなっています。閉校まで５か
月。前沢小学校のみんなが一致団結して、
すばらしい学校をつくっていきたいです。
そして、私自身は、これからも「目指す
姿」を追い求めて、いろいろなことに挑戦
していこうと思います。
（平成27年11月　実践意見発表会での発表原稿）

　前沢小学校が閉校すると知ったとき、毎
日通った学校がなくなってしまうのかと、
とてもさびしく、悲しく思いました。
　６年生に進級した日の始業式、校長先生
が「前沢小学校閉校の日に、73個の星が結
び付いて星座となり夜空で一番輝いてほし
い」と言われました。私は、前沢小学校最
後の１年間だからこそ、その目標に向かっ
てどのように学校生活を送ればよいか、自
分には何ができるかを考えました。学級目
標や個人目標を考えているうちに、私にで
きることは、自分から積極的に学校に関す
る活動に取り組むことだと思うようになり
ました。そして、卒業するときまでに、い
ろいろなアイディアを出す力、みんなをま
とめる力、感謝する心をもった人になるこ
とを目指そうと決め、二つのことに取り組
みました。
　一つ目は、プロジェクト委員会に入り、
学校がよりよくなることを考えて活動する
ことです。私は委員長として「前沢小学校
のあいさつを、どの学校にも負けない気持
ちのよいものにしよう」と思いました。こ

れまで、前沢小学校の子供は、地域のみな
さんから「あいさつが上手だね」と言われ
てきました。私は、とてもうれしく、学校
の自慢として誇らしく思っていました。だ
から、あいさつが上手という伝統を、最後
の１年間も確実に受けつぎたいと思いまし
た。
　今、学校内には、気持ちのよいあいさつ
が響いています。あいさつ運動を続けるこ
とで、少しずつ目指す姿に近づけたと感じ
ています。
　二つ目に私が目指した姿は、大運動会の
応援団長として「みんなをまとめる力をつ
ける」「最後の運動会として、みんなの思
い出に残る最高のものにする」です。その
ために、私は「進んで行動してみんなの手
本になること」と「テーマである『ありが
とう前沢小学校』」を意識することにしま
した。
　夏休みの終わりから、応援リーダーの練
習を始めました。しかし、なかなか思うよ
うに練習が進みません。焦りばかりが先立
ち、前沢小学校への感謝の思いについて
は、考える余裕もなくなっていました。い
よいよ９月。運動会まで２週間です。私の
思いとは裏はらに、メンバーが応援のせり
ふを忘れてしまったり、動きがばらばらで
あったり、まとまりがありません。「これ
ではいけない。どうにかしなければ…」。
　そんなとき、「前沢小学校へ感謝のエー
ルを送る」ことを思い出しました。「前沢
小学校への感謝を意識しよう。意識しなけ

目指す姿に向かって
平成27年度卒業

朝　倉　ヒマリ
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閉校式

寂しさはわき起こるけれど
新たな一歩を踏み出す喜びの日
前沢地区のみなさんの絆の深さと学舎に
感謝の気持ちでいっぱいです
弘麗と智徳の精神を心に抱き
夢と希望の実現に向けて　歩み出そう…

☆閉校式・記念碑除幕式

☆PTA広報「年輪」最終号

☆前沢小学校閉校記念事業実行委員会組織
夕 　 日

（題字　　籠浦智彦）



閉校式　―― ３月５日 10時開式 ―― 記念碑除幕式　―― ３月５日 11時開式 ――ありがとう前沢小学校
さようなら前沢小学校

♪「立山の…」子供たちの歌声が
皆様の心に留まるように心を一つ
にして歌いました

記念碑・朝倉豊次氏胸像リニューアル・音声ガイドの除幕。ときどき立ち寄ってください

除幕　大きな拍手がわき起こりました

多くの方に見守られ…

前沢小学校は永遠に不滅です。万歳・万歳・万歳

「ありがとうございました」

142年間ありがとう
ございました

一文一文に思いを込めて…　弘麗と智徳の精神で歩みます
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❶校歌
（歌入り）

❷校歌
（オーケストラ） ❸校歌について ❹校章について ❻地区の紹介❺子どもたちからの

　メッセージ

●音声ガイド●ボタンを押す●ハンドルを20回まわす20

カンナロード 宮野山の桜 十二貫野用水の石管 くろべ牧場まきばの風

20

平成26年度６年生制作
（北陸新幹線わが町プロジェクト）

・前沢地区を通る十二貫野用水の中から、当時としては画期的
なサイフォンの原理を利用した竜の口用水の石管を井桁に
シンボル化したものと考えられている。

・紋章の基部には前沢の「前」を隷書体で、ゆるやかに示して
あり、直線と曲線とがほどよく調和するようにデザインされ
ている。

前沢小学校閉校記念事業実行委員会
 H28.３.５設置黒部市立前沢小学校　― 平成28年３月31日　閉校 ―

校章の由来校章の由来
昭和15年２月11日、桜井町の誕生に伴い制定

水の中から知徳の花びらが匂い出ずる
様子をイメージしてデザイン化

①桜井町にちなんだ大和桜の紋所

②竜の口用水の石管のシンボル化

③隷書体の文字
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ここに遊びに来て、学校の
ことを思い出してね。
前沢地区の自慢の場所だよ。

１　時刻　10時から10時40分
２　会場　体育館
３　次第（進行：学校）
　　・開 式 の 辞
　　・校 旗 入 場
　　・国 歌 斉 唱
　　・式　　　辞 　黒部市長　堀内康男　様
　　・挨　　　拶 　閉校記念事業実行委員長・校長
　　・祝 電 披 露
　　・感謝の言葉 　児童代表
　　・校 歌 合 唱
　　・閉校の告示 　黒部市教育委員会
　　・校 旗 返 還  　校長から市長へ 
　　・閉 式 の 辞

主催　黒部市・黒部市教育委員会

１　時刻　11時から11時40分
２　会場　前庭
３　次第（進行：前沢自治振興会）
　　・開 式 の 辞  　閉校記念事業副実行委員長
　　・除　　　幕
　　・挨　　　拶 　閉校記念事業実行委員長
　　　　　　　　 　朝倉豊次氏胸像建立者代表　中西清一　様
　　・感謝状授与 　閉校記念事業実行委員長
　　・謝　　　辞 　代表　朝倉豊次氏ご令嬢　　荻原　道　様
　　・音声ガイド披露 　閉校記念事業実行委員会顧問
　　・閉 式 の 辞  　前沢自治振興会前会長

主催　前沢小学校閉校記念事業実行委員会

閉  校  式 記 念 碑 除 幕 式【前沢小学校の精神】

弘麗・智徳

【弘麗の意味】

心や徳が広く、そして清らかで
健やかな子供に育ってほしい

【建立時の願い】

朝倉豊次先生の立派な業績と
人柄を後世に伝えて、
あとに続く人材が育ってゆくことを
願います。

閉校記念行事のしおり
平成28年３月５日（土）

̶平成28年３月31日　閉校̶

閉校式 10:00～10:40 体育館

記念碑除幕式 11:00～11:40 前　庭

感謝の集い 13:00～15:30 パレス扇寿

黒部市立前沢小学校

‒　　‒ ‒　　‒122 123



１　時刻　13時から15時30分
２　会場　パレス扇寿
３　次第（進行：学校）
　　・開式の挨拶　　　閉校記念事業実行委員長
　　・来賓の挨拶　　　黒部市長 堀内康男　様
　　　　　　　　　　　県議会議員 横山　栄　様

大野久芳　様
　　・乾　　　杯　　　黒部市教育委員会教育長
 能澤雄二　様
　　・歓　　　談

　　　スライド・インタビュー・謝辞・校歌合唱

　　・万　　　歳　　　黒部市議会議長 木島信秋　様
　　・閉会の挨拶 前沢公民館長

主催　前沢小学校閉校記念事業実行委員会

多くの先輩が巣立ち、歴史を重ねてきた前沢小学校
地域に支えられ、地域とともに歩んできた前沢小学校
共に学び、共に遊び、数々の思い出が残る前沢小学校
そして
私たちをいつも温かく見守ってくれた前沢小学校

この前沢小学校のことを、私たちは忘れません

　　私たちは、弘麗と智徳の精神を胸に刻み
　　新しい一歩を力強く踏み出します。
　　時をこえて光輝きます。

ありがとう前沢小学校
さようなら前沢小学校

平成 28 年３月５日　児童代表　

感謝の集い

感謝の言葉

お　礼
前沢小学校閉校記念事業実行委員長　舟子 忠明

　本日は、ご出席を賜り誠にありがとうございました。
　142年の歴史に幕を閉じる日が近づいてきました。
　「地区の宝である子供たちのために」「形はなくなっても、地区の
みなさまの心に残る前沢小学校にするために」一つ一つの記念事業
を計画し、実行してきました。
　本日は、閉校式・除幕式を無事に迎えることができました。これも
ひとえに、黒部市長、黒部市教育委員会のみなさまをはじめ、地域
のみなさまのお力添えがあったからだと思っています。ありがとう
ございました。
　子供たちは、前沢小学校で学んだことを心の糧として、大きくはば
たいてくれるものと確信しております。今後も、地域が一丸となって、
子供たちを温かく見守り育てていきましょう。本日はご参加ありがとう
ございました。

お　礼
校　長　籠浦 智彦

　本日は、ご出席を賜り誠にありがとうございました。
　４月の始業式・入学式の式辞として「３月には、夜空で一番光輝く
前沢小学校の星座が見られるように、元気いっぱい　思いやりいっぱ
い　しあわせいっぱいの前沢小学校をみんなでつくりあげていきましょ
う。弘麗と智徳の精神で…」と話をしたことが、実現されました。
　本日、「桜井小学校への希望に満ちあふれ、時を超えて光輝く子
供たち」が目の前にいます。73個の星
が結び付いて光輝いています。しかし、
一人一人の顔がかすんで見えます。眩
しすぎるからでしょうか。それとも…。
　平 成26・27年 度 の 子 供 たちは、

「142年の歴史と伝統に感謝」を合言葉
に、有終の美を飾ろうと勉強・運動・活動の１つ１つに精一杯取り組み、
成果を上げてくれました。
　地区の皆様をはじめ、関係各位のお力添えがあったからこそ、成し
遂げたことです。心より御礼申し上げます。
　子供たちのこの輝きがいつまでも続くよう、今後もご指導・ご鞭撻
をお願いします。
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山
山
頂
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歌
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書
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モ
リ
ア
ル
ス
ト

ー
ン
を
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い
て
き
た
よ
。
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①
マ
マ
と
ぬ
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ぐ
る
み 

②
ケ
ー
キ
屋
さ
ん 

③
家
族 

④
五
コ
マ
漫
画
家 

⑤
大
運
動
会
で
自
分
の
チ
ー
ム
が 

勝
っ
た
こ
と 

①
家
族 

②
カ
メ
ラ
マ
ン 

③
家
族 

④
獣
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⑤
立
山
の
頂
上
に
着
い
た
こ
と 

①
リ
ラ
ッ
ク
マ
の
ぬ
い
ぐ
る
み 

②
美
容
師 

③
本 

④
農
業
関
係
の
仕
事 

⑤
立
山
登
山
で
登
頂
し
た
こ
と 

①
家
族 

②
料
理
が
上
手
な
人 

③
家
族 

④
獣
医 

⑤
立
山
登
山
に
行
き
、
星
を
観
た
こ
と

①
自
分
の
部
屋 

②
お
花
屋
さ
ん 

③
家
族 

④
Ｙ
Ｋ
Ｋ
で
働
く
こ
と 

⑤
立
山
の
頂
上
に
立
っ
た
こ
と 

①
ポ
ケ
モ
ン
の
お
も
ち
ゃ 

②
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
店
員 

③
友
達 

④
ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー 

⑤
立
山
で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
見
た
こ
と 

①
ポ
ケ
モ
ン
の
ゲ
ー
ム 

②
サ
ッ
カ
ー
選
手 

③
ゲ
ー
ム
機 

④
飛
行
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト 

⑤
運
動
会
で
鼓
笛
隊
を
や
っ
た
こ
と 

①
ね
こ
の
ぬ
い
ぐ
る
み 

②
学
校
の
先
生 

③
マ
ン
ガ 

④
ホ
テ
ル
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ 

⑤
市
音
楽
会
で
発
表
し
た
こ
と 

①
ピ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー 

②
ケ
ー
キ
屋
さ
ん 

③
本 

④
周
り
の
人
を
笑
顔
に
で
き
る
人 

⑤
市
音
楽
会
で
演
奏
し
た
こ
と 

①
家
族 

②
野
球
選
手 

③
家
族 

④
野
球
選
手 

⑤
立
山
登
山
で
登
頂
し
た
こ
と 

①
家
族 

②
看
護
師 

③
彩
凪
翔
様
の
ク
リ
ア
ポ
ス
タ
ー
と 

写
真
、
家
族 

④
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ 

⑤
実
践
意
見
発
表
会
で
の
発
表
、 

応
援
団
長 

六
年
担
任 

中 

坪 

尚 

世 

卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。                          

二
年
生
の
と
き
の
み
な
さ
ん
の
写
真
を
見
て
い
る
と
、
そ
の
と
き
の
こ
と
が
、
つ
い
こ
の
間
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
今
、
心
も
身
体
も
大
き
く
成
長
し
た
み
な
さ
ん
を
前
に
、
頼
も
し
さ
と
誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。
今

年
は
、
前
沢
小
学
校
閉
校
の
年
。
校
歌
の
二
部
合
唱
や
大
運
動
会
で
の
企
画
な
ど
、
あ
ら
た
な
挑
戦
も
あ
り
ま
し

た
。
学
校
の
た
め
に
自
分
た
ち
は
何
が
で
き
る
か
真
剣
に
考
え
、
話
し
合
い
、
た
く
さ
ん
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す 

み
な
さ

ん
の
姿
を
、
何
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
の
学
校
生
活
で
も
、
目
標
に
向
か
って
懸
命
に
活
動
す
る
姿
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
み
な
さ
ん
の
姿
を
見
る
た
び
に
、
十
四
名
全
員
が
、
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
、
う
れ
し
く
思
って
い
ま
し
た
。 

四
月
か
ら
は
、
中
学
校
と
い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
待
って
い
ま
す
。
う
ま
く
い
く
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
「自
分
」を
信
じ
て
、
し
っか
り
壁
に
向
き
合

え
ば
、
ど
ん
な
に
高
さ
が
あ
って
も
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
な
ら
大
丈
夫
。
ず
っと
応
援
し
て
い
ま
す
。 

保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
は
、
行
事
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
家
庭
で
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
って
く
だ
さ
って
い
る
こ
と
を
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
中
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。
六
年
間
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
子
さ
ん
の
心
の
支
え
と
な
って
励
ま
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

(3)                  年        輪                   平成28年３月16日           (2)                年        輪                   平成28年３月16日 
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妹
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⑤
立
山
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ウ
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命
と
家
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フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ラ
イ
タ
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釣
り
道
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水
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館
の
飼
育
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⑤
白
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郷
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班
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行
動
を
し
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朝
倉 

貫
太 

①
み
ん
な
で
仲
良
く 

遊
ん
だ
こ
と 

②
国
語
を
が
ん
ば
り
た
い 

市
井 

夏
美

①
一
位
に
な
っ
た
校
内 

な
わ
と
び
大
会 

②
い
っ
ぱ
い
発
表
し
た
い 

伊
藤
想
乃
香 

①
工
作
・
絵(

色
ぬ
り
が 

楽
し
か
っ
た) 

②
み
ん
な
と
仲
よ
く
し
た
い 

澤
井 

煌
明 

①
紙
粘
土
で
作
っ
た
工
作 

②
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い 

城
寺 

美
緒 

①
み
ん
な
で
遊
ん
だ 

春
の
遠
足 

②
体
育
を
が
ん
ば
り
た
い 

中
平 

愛
良 

①
カ
ラ
フ
ル
に
作
っ
た
工
作 

②
わ
り
算
を
が
ん
ば
り
た
い 

稗
畠 

朱
凛 

①
「
お
し
ゃ
れ
な
か
い
じ
ゅ

う
」
の
絵 

②
算
数
を
が
ん
ば
り
た
い 

山
本 

結
月 

①
国
語
で
詩
を
作
っ
た
こ
と 

②
な
わ
と
び
を
か
ん
ば
り 

た
い 

(4)                    年        輪                   平成28年３月16日 
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二
年
担
任 

寺 

井 

信 

子

 
 

い
っ
ぱ
い
笑
い
、
い
っ
ぱ
い
元
気
を
も
ら

っ
た
二
年
間
で
し
た
。
素
直
で
優
し
い
み
な

さ
ん
を
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
応
援
し

て
い
ま
す
。 

朝
倉
せ
い

①
み
ん
な
と
雪
遊
び
を
し

た
こ
と 

②
勉
強 

朝
野
み
つ
き

①
遠
足
で
ホ
タ
ル
イ
カ
を

さ
わ
っ
た
こ
と 

②
な
わ
と
び 

稲
葉
ま
ほ

①
み
ん
な
で
バ
ス
に
の
っ

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク

に
行
っ
た
遠
足 

②
水
泳 

岡
本
り
つ
き

①
大
運
動
会
で
み
ん
な
と

力
を
合
わ
せ
た 

つ
な
ひ
き 

②
二
重
と
び 

金
塚
す
ず

①
み
ん
な
と
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク
で
動
物
を
み
た

遠
足 

②
漢
字 

川
田
さ
や
か

①
大
運
動
会
の
鼓
笛
隊
の

お
ど
り 

②
テ
ス
ト 

河
村
ゆ
き

①
二
年
生
と
の
朝
活
動

(

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど) 

②
交
差
と
び 

込
尾
し
お
ん

①
プ
ー
ル
で
泳
げ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と 

②
進
ん
で
あ
い
さ
つ 齋

藤
れ
な

①
全
校
で
が
ん
ば
っ
た
長

な
わ
と
び 

②
友
達
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
遊
ぶ
こ
と 猿

田
い
ぶ
き

①
遠
足
で
み
ん
な
と
食
べ

た
お
弁
当 

②
二
重
と
び 

城
あ
き
と

①
遠
足
で
ホ
タ
ル
イ
カ
に

さ
わ
っ
た
こ
と 

②
テ
ス
ト
で
百
点
と
る 

中
野
き
ら
り

①
夏
休
み
に
プ
ー
ル
に
た

く
さ
ん
通
っ
た
こ
と 

②
て
い
ね
い
に
漢
字
を 

書
く 

前
本
に
こ

①
遠
足
で
友
達
と
一
緒
に

動
物
を
見
た
こ
と 

②
交
差
と
び 

村
井
あ
お
と

①
二
年
生
と
し
た
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

②
サ
イ
ド
ク
ロ
ス 

金
物
あ
ん
な

①
初
め
て
登
校
し
た
ド
キ

ド
キ
し
た
あ
の
日 

②
算
数
の
計
算 

一
年
担
任 

坂 

井 

静 

子 

 

一
年
教
室
は
い
つ
も
笑
い
声
と
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
、
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
く
瞳
に
囲
ま
れ
、
幸
せ

い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
し
た
。 

 

桜
井
小
学
校
で
も
感
謝
す
る
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で

活
躍
す
る
こ
と
を
心
よ
り
応
援
し
て

い
ま
す
。 

ぐんぐんのびる２年生 

笑顔あふれる１年生 

 

三
年
担
任 

湊
屋 

 

稔

 
 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
三
年
生
と
過
ご
し

た
一
年
間
。
グ
ル
ー
プ
で
の
新
聞
作
り

や
み
ん
な
で
熱
中
し
て
取
り
組
ん
だ
劇

の
練
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
成
長
し
、
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い

っ
た
み
な
さ
ん
の
姿
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
学
校
で
も
元
気
と
や
る
気
を

大
切
に
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

朝
倉 

拓
士 

①
遠
足
で
行
っ
た 

 

た
い
こ
う
山
ラ
ン
ド 

②
み
ん
な
と
仲
よ
く
遊
ぶ 

４年担任 西 尾 歩 美 

元気いっぱいの４年生と過ごした一年間。毎日笑顔にあふれ、たくさんの

思い出ができました。みんなで盛り上がった花丸パーティ。楽しかったです

ね。どんなことにも真っ直ぐに一生懸命に取り組むみなさん。桜井小学校で

ものびのびと、自分のよさを大切にしてください。 

中野詩音莉 

①宿泊学習のキャンプ

ファイヤー 

②友達をたくさん作る

朝倉 大貴 

①花丸パーティでの 

鬼ごっこ 

②友達と仲よくする

番匠 羽菜

①５・６年生といっしょに競技した大運動会 

②進んで意見を言ったり、真剣に勉強に取り組んだりする

倉石 涼多

①花丸パーティでの王

様ドッジ 

②算数をがんばる

山本 響生 

①みんなで歌った校歌 

②みんなで勉強をがん 

ばる

朝倉 花音

①遠足のとき遊んだ「こ

ども未来館」 

②同級生や他の学年の

人と仲よくする

村井 雅治 

①花丸パーティでのドッジボール 

②友達をたくさん作る

伊藤 葉椰 

①春の遠足の太閤山 

ランド 

②国語の勉強と友達 

作り

澤井 瑠吾

①宿泊学習での来拝山

登山と宿泊 

②しっかりと勉強する

栗原 史帆

①いろいろ学んだ宿泊

学習 

②新しい漢字や計算

中谷 碧唯

①宿泊学習での来拝山登山 

②もっと友達をふやす 

城 
 

侑
希 

①
楽
し
か
っ
た
遠
足 

②
桜
井
小
の
友
達
と 

い
っ
し
ょ
に
元
気
に
遊
ぶ 

 

河
村 
乙
希 

①
金
賞
を
と
っ
た
書
き
初
め 

②
友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
る 

城
寺 

大
和 

①
大
き
な
た
て
を
作
っ
た 

雪
合
戦 

②
友
達
を
た
く
さ
ん
作
る 

杉
本 

響
深 

①
苦
し
み
な
が
ら
し
た 

漢
字
プ
リ
ン
ト 

②
体
育
を
が
ん
ば
る 湯

野 

遥 

①
初
め
て
サ
イ
ド
ク
ロ
ス
が

で
き
た
な
わ
と
び 

②
な
わ
と
び
で
い
ろ
い
ろ
な

と
び
方
を
す
る 

しあわせいっぱい ４年生 

(5)                    年        輪                   平成28年３月16日 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
  

カンナ級担任 大 角 伸 児

前沢小学校での思い出は宝物です。運動会、生活科の勉強、自分たちの力を信じて桜井小学

校へ行ってもがんばりましょう。 

元気いっぱい３年生 

①４年生の思い出 

②桜井小でがんばりた

いこと 

宮本 凌太

①花丸パーティでのドッジボールと鬼ごっこ 

②たくさんの友達を作る

杉本 静深

①クラッカーを鳴らした最後の運動会

②すぐに教室を覚える

鳥
居 

史
華 

①
新
記
録
と
一
位
を
と
っ
た

持
久
走
記
録
会 

②
た
く
さ
ん
友
達
を
作
っ
て

友
達
の
輪
を
広
げ
る 

栃
林 

瞳 

①
お
楽
し
み
会
で
の 

お
に
ご
っ
こ 

②
友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
る 

中
島 

椛 

①
み
ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
だ

遠
足 

②
計
算
と
漢
字
を
が
ん
ば
る 

中
田  

亮
冴 

①
た
く
さ
ん
遊
ん
だ
遠
足 

②
友
達
を
た
く
さ
ん
作
る 

稗
畠 

稀
太 

①
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
た 

交
流
活
動 

②
友
達
を
た
く
さ
ん
作
る 

村
井 

響 

①
遠
足
の
と
き
い
ろ
い
ろ
な

物
を
見
た
科
学
博
物
館 

②
国
語
や
い
ろ
い
ろ
な
勉
強

を
が
ん
ば
る 

畠山 大駕

➀リレーで一位になった運動会 

②勉強をがんばる 



朝
倉 

陽
花

①
最
後
ま
で
全
力
で
走
っ
た 

連
合
体
育
大
会 

②
学
校
の
中
を
覚
え
て 

み
ん
な
と
仲
よ
く
す
る 

朝
倉 

真
白

①
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
送
っ
た
上
田

先
生
と
の
お
別
れ
会 

②
友
達
を
た
く
さ
ん
作
る 

市
井 

朋
香

①
協
力
し
て
グ
ル
ー
プ
活
動
を

し
た
春
の
遠
足 

②
み
ん
な
と
仲
よ
く
す
る 

栗
原 

邦
花

①
四
位
に
入
賞
し
た
連
合
体
育

大
会
の
中
距
離
走 

②
勉
強
も
運
動
も
が
ん
ば
る 

城
寺 

美
空

①
遠
足
で
ラ
ム
ネ
を 

飲
ん
だ
こ
と 

②
六
年
生
の
勉
強
を
し
っ
か
り

が
ん
ば
る 

鳥
居 

航
汰

①
新
記
録
を
出
し
て
う
れ
し
か

っ
た
持
久
走
記
録
会 

②
友
達
と
楽
し
く
遊
ぶ 

幅
口
佳
七
歩

①
代
表
委
員
と
な
り
、
ク
ラ
ス

を
ま
と
め
た
こ
と 

②
学
校
の
中
を
覚
え
、
新
し
い

生
活
に
な
じ
む 

前
本 

悠
太

①
最
後
ま
で
本
気
で
走
っ
た 

大
運
動
会 

②
算
数
を
特
に
が
ん
ば
る 

松
倉 

來
斗

①
ど
の
種
目
も
全
力
で 

が
ん
ば
っ
た
大
運
動
会 

②
友
達
を
い
っ
ぱ
い
つ
く
る 

湯
野 

 

翔

①
シ
ン
バ
ル
の
演
奏
を 

が
ん
ば
っ
た
鼓
笛
隊 

②
み
ん
な
の
名
前
を
覚
え
て 

友
達
を
作
る 

五
年
担
任 

伊
東 

啓
一  

明
る
く
パ
ワ
フ
ル
で
個
性
が
光

る
十
人
の
前
沢
小
五
年
生
の
み
な

さ
ん
。
共
に
過
ご
し
た
日
々
の
中

で
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。 

特
に
「
思
い
出
い
っ
ぱ
い
・
感

謝
い
っ
ぱ
い
集
会
」
に
向
け
て
、

み
な
さ
ん
で
力
を
あ
わ
せ
て
企

画
・
運
営
す
る
姿
は
、
一
人
一
人

の
長
所
や
個
性
が
重
な
り
合
い
、

す
て
き
な
「H

a
rm

o
n
y

」
を
奏
で

て
い
ま
し
た
。 

四
月
か
ら
は
桜
井
小
で
最
高
学

年
と
な
り
ま
す
。
新
た
な
舞
台
で

の
活
躍
を
心
か
ら
期
待
し
、
応
援

し
て
い
ま
す
。 

教務主任 霜野 成巳

能登半島に沈む夕日。目の前にせまる

僧ヶ岳。前沢小からの風景に心癒やされ

る毎日でした。 

養護 柳原恵美子

心も体も元気でいてくだ

さい！ 

スタディメイト 服部美奈子

みなさんのもっている素直で優しい心を

大切にして、これからも楽しく過ごしてく

ださい。 

JET 池田友里恵

Have courage & smile!  
勇気とスマイル

ALT マリー

Be strong! Dream big! 

Good luck! 

教頭 髙岡 薰

73 の笑顔。響きあるハーモニー。「よ

みがえれ！ 校歌」は最高の思い出で

す。感動をありがとう。 

学校図書館活動推進員 得能智恵子

たくさんの「笑顔」と「元気」をいただきました。「あり

がとう!!」前沢小学校での楽しく過ごしたことを忘れずにが

んばってください。 

校務助手 吉田志保子

ありがとう 

楽しい思い出を 

たくさん 

感謝しています 

73 人の子供たち、保護者のみなさま、地区のみなさま

ありがとう。ありがとう。 

そして…さようなら 

(6)                    年        輪                   平成28年３月16日 

 

 

 
 

すてきな「Harmony」を奏でる５年生 

73 名のみなさん 時を超えて光輝け 

外国人相談員 南保 麗文 

自分らしく 

いつまでも 

元気で 

がんばってくださいね！ 

 

 (7)                    年        輪                   平成28年３月16日 

 

 

 

 

 

 

☆子供たちの一言一言に耳を傾け、体

全体で表現する様子を見ていると胸

があつくなってきました。 

☆友達、学校、地区の方に感謝の気持ち

を表す子供たち。涙がでました。 

(学校評議員より) 

今光輝いている 73 名のみなさんが １つに結

びつき前沢小の星座となる ３月 31 日 

 夜空を見上げると 前沢小の星座が一番光輝

いているのが見えます 

星の瞬きにあわせて 73 の笑顔が瞬いている

のが見えます 

先生たちは、桜井小学校に行く 59 名のみな

さんの活躍と桜井中学校に進学する 14 名のみ

なさんの飛躍を 

いつも祈っています 

応援しています 

楽しみにしています 

四字熟語で、中学校進学に向けての抱負を発表しました！ 

１・２年生 前沢の昔話

４年生 こわくない七不思議 in 前沢小学校 

３年生 スターエンジェル — めつ亡の危機 —

５年生 「迷探偵 浦島太郎」 ＆ 合奏

６年生 お礼の言葉と出し物 

感謝の言葉  ６年生へ  在校生へ  
そして学校へ… 

サプライズ — 先生方 —

エーデルワイス(ハンドベル) 

見上げてごらん 夜の星を 



前沢小学校閉校記念事業実行委員会組織
部会　 ◎ 部長　 〇 副部長

代　表　者　会
〈事業計画・予算案作成、各部連絡調整〉

実行委員長

○舟　子　忠　明（振興会長）
副実行委員長

○池　野　恒　郎（副振興会長）
○中　谷　三　嗣（公民館長）
○葊　濱　良　幸（PTA会長）
　籠　浦　智　彦（校長）
幹　　　事

○中　野　得　雄（前PTA会長）
　髙　岡　　　薫（教頭）

顧　　問

○村　井　洋　子
　（市議会議員）

○中　田　勝　雄
　（振興会顧問）

総 務 部 会
予算・会計
記念碑建立

　◎尾　崎　敏　英

※町内会長

　○中　野　　　實
　・澤　田　均　志
※振興会OB

　・舟　川　久　雄
　・前　田　哲　幸
　・澤　井　　　昇
※PTA

　・中　田　利　明
　・澤　井　邦　弘
※体育協会

　・此　川　卓　也
※延楽会

　・城　寺　　　巽
※ボランティア協会

　・朝　倉　　　弘
　・中　谷　憲　暉
※前沢小学校教職員

　・寺　井　信　子（記念碑）
　・大　角　伸　児（記念碑）
　・中　村　知　広（会　計）

跡地利用部会
跡地利用
交通安全

　◎西　本　初　博

※町内会長

　○西　本　　　修
　・山　本　　　操
　・前　澤　正　雄
※振興会OB

　・松　田　哲　夫
　・若　田　　　修
※PTA

　・前　本　昌　孝
　・幅　口　清　樹
※体育協会

　・菅　野　利　明
※延楽会

　・前　多　　　勇
※保育所

　・朝　倉　めぐみ
　・中　谷　美　佳
※民生委員

　・中　島　雅　夫
※交通安全協会

　・池　田　良　孝
※学童保育

　・中　平　香　織
　・村　井　久留美
※前沢小学校教職員

　・伊　東　啓　一（交　通）
　・湊　屋　　　稔（跡　地）

記念行事部会
感謝の集い等の準備
校歌二部合唱の指導

※町内会長

　・宮　腰　久　利
　・堀　田　聡　夫
※振興会OB

　・松　田　政　則
※PTA

　◎中　野　得　雄
　・葊　濱　良　幸
※体育協会

　・村　井　一　志
※延楽会

　・朝　倉　景　光
※保育所

　・河　村　亜梨沙
※ボランティア協会

　・村　井　圭　子
　・中　谷　美智子
※学童保育

　・畠　山　さとみ
　・湯　野　宏　美
※前沢小学校教職員

　○髙　岡　　　薫
　・霜　野　成　巳
　・西　尾　歩　美
　・中　坪　尚　世
　・坂　井　静　子

記念誌部会
記念誌作成
※朝倉豊次含

※町内会長
　・村　井　義　之
　・地　田　文　博
※振興会OB
　・此　川　勝　海
　・中　平　一　郎
　・名　越　　　誓
※PTA
　・若　宮　　　卓
　・大海寺　　　毅
※体育協会
　・城　　　佳　彦
※延楽会
　・城　寺　信　孝
※前沢小学校教職員
　◎籠　浦　智　彦
　○髙　岡　　　薫
　・寺　井　信　子
　・湊　屋　　　稔
　・大　角　伸　児
　・霜　野　成　巳
　・伊　東　啓　一
　・西　尾　歩　美
　・中　坪　尚　世
　・坂　井　静　子
　・柳　原　恵美子
　・中　村　知　広
　・吉　田　志保子

監査委員

　山　本　　　操

　幅　口　清　樹

当
日
は
、卒
業
生
や
地
区
の
方
々
が
た
く

さ
ん
来
ら
れ
ま
し
た
。 

校
旗
を
市
長
に
返
還
し
、学
校
と
の
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

 

と
う
と
う
「
年
輪
」
の
最
終
号
を
迎

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

前
沢
小
学
校
が
な
く
な
る
寂
し
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
一
年
「
年
輪
」

を
通
し
て
前
沢
っ
子
の
素
敵
な
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
桜
井
小
の
子

供
た
ち
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
確

信
し
ま
し
た
。 

と
て
も
重
要
な
一
年
を
任
せ
て
い

た
だ
き
、
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
、 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
し

ま
す
。 

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

閉校式・記念除幕式 — ３月５日 — 

142 年間ありがとうございました 

73 人の子供たちは、光輝き… 

子供たちの歌声を記憶にとどめて… 前庭に立ち寄ってください 除幕の瞬間 －３つの記念－  

ありがとう前沢小 

さようなら前沢小 

(8)                    年        輪                   平成28年３月16日 

 
  

   

 

 

  

 

 

 

  
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

今
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す
。 

‒　　‒133



（名　　称）
第１条�　本会は、前沢小学校閉校記念事業実行委員会と称し、事務局を黒部市立前沢小学校（富山

県黒部市前沢66）内に置く。
（目　　的）
第２条�　本会は、黒部市立前沢小学校の閉校に際し、前沢小学校の伝統と業績を末永く後世に残す

ための記念事業に関する企画・運営に当たる。
（事　　業）
第３条　本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　　　　１　記念行事（閉校記念式典、感謝の集い）
　　　　２　記念事業（閉校記念誌の発行、記念碑の建立、跡地利用、その他趣旨に沿った事業）
（実行委員）
第４条�　本会の実行委員は、前沢自治振興会長、前沢公民館長、地区住民有志、前沢小学校PTA

会員、前沢小学校教職員等が当たる。
（役　　員）
第５条　本会には、次の役員を置く。
　　　　１　実行委員長　　　１名
　　　　２　副実行委員長　　４名
　　　　３　幹　事　　　　　２名
　　　　４　監査委員　　　　２名
（役員の選出）
第６条　本会の役員は、次のとおりとする。
　　　　１　実行委員長は、前沢自治振興会長が当たる。
　　　　２　�副実行委員長は、前沢公民館長、前沢小学校PTA会長、前沢小学校長、副振興会長

が当たる。
　　　　３　幹事は、実行委員長が委嘱する。
　　　　４　監査委員は、実行委員長が推薦し、総会の承認を得る。
　　　　５　本会に、顧問をおくことができる。
（事業実施部会）
第７条　本会は閉校記念行事推進のため、次の代表者会や部会をおく。
　　　　１　代表者会　　（基本的な事業の企画と各部会との調整）
　　　　２　総務部会　　（記念事業の資金に関する業務、記念碑計画）
　　　　３　跡地利用部会（跡地利用に関する業務、スクールバス発着所）
　　　　４　記念行事部会（記念式典等の企画、部会の目的達成に必要な事業）
　　　　５　記念誌部会　（記念誌の編集・作成、部会の目的達成に必要な事業）

前沢小学校閉校記念事業実行委員会規約
平成27年４月28日

（役員の任期及び任務）
第８条　本会の役員の任期は、本事業の完了までとし、任務は次のとおりとする。
　　　　１　実行委員長は、本会を代表し会務を総理する。
　　　　２　副実行委員長は実行委員長を補佐し、実行委員長に事故あるときはこれを代行する。
　　　　３　幹事は、本会の財務及び庶務を担当する。
　　　　４　監査委員は、本会の会務及び会計を監査する。
（会　　議）
第９条　本会は、目的達成のため、総会並びに代表者会の会議を行う。
　　　　１　総会は、実行委員全員をもって構成し、次の重要事項を決定する。
　　　　　　〔１〕　規約の制定及び改正
　　　　　　〔２〕　事業計画及び予算の決定
　　　　　　〔３〕　事業報告及び決算の承認
　　　　　　〔４〕　前項の会議においては、出席者の過半数をもって議決とする
　　　　２　代表者会は、実行委員長、副実行委員長、幹事をもって構成する。
（事業費及び事業年度）
第10条　事業費は、自治振興会からの協賛金（寄付金）、市助成金をもって当てる。
　　　　事業年度は、平成27年４月28日に始まり、翌年３月31日に終わる。
（予算の執行）
第11条　�事業年度における予算の執行については、実行委員長の責任において学校が行う。
　　　　会計に関する帳簿は次のとおりとする。
　　　　１　金銭出納簿
　　　　２　収入証拠書類（寄付金の振込通知書等）　綴り
　　　　３　支出証拠書類（領収書）　綴り
（本会の解散）
第12条　本会は、本会の目的を達成し、総会において事業報告が完了した時点で解散する。
（余剰財産の処分）
第13条　本会の余剰財産があった場合は、閉校記念品（備品等）に当てる。
（そ の 他）
第14条　この規約に定めのない事項については、代表者会で定める。

附　　則
　　この規約は、平成27年４月28日から施行する。
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前沢小学校閉校記念事業計画
代表者会 総務部会 跡地利用部会 記念行事部会 記念誌部会 前沢小学校

４

①協議調整4/9
②実行委員会発足
に向けて
③総会案内検討・
案内4/24（一部）

①ゼンマイ式音声
ガイドについて

①スクールバス乗
車児童について
の協議
②交通量調査4/1
③交通安全協会と
の協議4/8

①朝倉豊次につい
ての資料収集（北
日本新聞社との
連携）

①記念誌内容計画
立案
②地区写真家との
相談

①PTA総会で閉校・
統合の説明

５
①記念碑建立等の
打ち合わせ

①跡地利用の方針 ①校歌二部合唱に
ついての協議

①記念誌内容案の
決定
②記念誌見積

①新設校校歌につい
ての要望集約
②校歌二部合唱練習

６

①予算案完成 ①記念碑見積 ①校歌二部合唱練
習開始

①原稿依頼発送 ①新設校の校名・校
章・閉校事業のお
知らせ（便り）
②三日市小との交流
活動（４・５年生）

７

①樹木伐採 ①記念植樹・門柱
及びメッセージ
の検討

①校歌二部合唱披
露（社会を明る
くする運動）

①資料集め
②記念誌編集開始

①学級懇談会で閉校
事業の説明
②閉校記念PTA親子
活動
③立山登山（メモリ
アルストーン）

８

①協議調整 ①記念碑工事開始
②朝倉豊次胸像リ
ニューアル
③土台の石の移動

①スクールバス発
着所の現地視察
と状況確認
②８号線の横断箇
所

①朝倉豊次氏４女に
よる講演会（8/6）

９

①創校記念式 ①閉校記念運動会
※プロジェクト委員
との連携
②創校記念式（校歌
二部合唱）

10 ①協議調整 ①記念碑計画 ①中間報告（PTA）①式典等計画検討
②場所の確保

①閉校事業のお知ら
せ（便り）

11 ※公民館まつりで
二部合唱披露

12
①協議調整 ①街灯・通学所要

時間の確認
②要望書の作成

①式典参加依頼の
案内先確認

①記念誌編集完成

１

①中間決算報告 ①除雪状況確認
②スクールバス新
ルート決定

①式典の招待状及
び案内発送
②感謝の集い検討
③校歌収録

①印刷製本依頼 ①閉校事業のお知ら
せ（便り）
②交流給食・交流活
動

２

①協議調整 ①除幕式打ち合わ
せ
②記念碑完成

①保護者説明会 ①式典参加者の把
握
②式典の細案検討

①記念誌校正
②記念誌完成（式
典写真以外）

①閉校式の進行　準
備確認
②学習発表会
③労力奉仕
④PTA総会
⑤新設校の校歌練習

３
①式典写真撮影
②記念誌送付・配
布

①卒業証書授与式
②修了式3/24
③お別れの会
④引っ越し

４ ○開校式、始業式

第１回閉校記念事業実行委員会総会（4/28）

閉校式・記念碑除幕式・感謝の集い（3/5）

第２回閉校記念事業実行委員会総会（3/29）※記念誌完成・配布
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発　行　前沢小学校閉校記念事業実行委員会
〒938-0806 富山県黒部市前沢66
TEL 0765-54-0770

編　集　前沢小学校閉校記念誌編集委員会
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〒938-0802 富山県黒部市若栗2630
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編集後記

　煌・軌跡・最高の仲間・継承・記憶の５章からなる記念誌。
　「前沢小学校142年の歴史と伝統」と「子供たちへ伝えたいこ
と」を物語るよう命名しました。章のタイトルを書くために本
校の職員４名が筆を執り、何度も何度も書き直し、「最高の文
字にしよう」と心を込めて運筆する姿に喜びを感じました。

　ページを１ページずつめくると、前沢小学校142年の歴史、
地区のみなさまや子供たちの学校に対する思いが、ひしひしと
伝わってきます。１ページずつめくると、その当時の出来事
が頭の中によみがえり、タイムスリップできます。ご家族で、
「私が小学生のころは、…」とお子さんやお孫さんに話してや
るのもよいでしょう。それが前沢小学校がみなさんの心の中に
ずっとずっと生き続けることにつながります。

　終わりになりますが、原稿執筆にご協力くださったみなさ
ま、編集に携わったみなさまに感謝の意を申し上げます。

編集委員長

　　前沢小学校長　籠 浦 智 彦
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